
  法人インターネットバンキング

  操作マニュアル

受付時間　平日９：００～１８：００

フリーダイヤル　０１２０－３２－１０４０

株式会社　東邦銀行

２０２５年５月

照会先

東邦銀行ＥＢヘルプデスク



第１章　初期登録
　１．管理者（契約法人）編

　　　　（１）開通確認と限度額の変更　･････････････････････････････････････　　　　　　１

　　　　（２）利用者の情報登録と権限設定　･････････････････････････････････　　　　　　７
　　　　（３）利用者ワンタイムパスワードの発行　･･･････････････････････････　　　１２
　　　　（４）ハードトークンの設定･･････････････････････････････････････････････　１４
　２．利用者編（電子証明書方式ログオン）

　　　　（１）電子証明書取得･････････････････････････････････････････････････　　　　２０
　　　　（２）開通確認･････････････････････････････････････････････････････････　　　　２４
　３．利用者編（ＩＤ・暗証番号方式方式ログオン）

　　　　（１）開通確認･････････････････････････････････････････････････････････　　　　２６

第２章　電子証明書
　１．管理者（契約法人）編

　　　　（１）”契約法人電子証明書”の取得　･･･････････････････････････････　　　３０
　　　　（２）”電子証明書方式”によるログオン　･･･････････････････････････　　 　３５
　　　　（３）”契約法人電子証明書”の更新　･･･････････････････････････････　　　３７

　　　　（４）”利用者電子証明書”の発行（新規発行）　･････････････････････　　 　４２
　　　　（５）”利用者電子証明書”の失効（解除）　･････････････････････････　　　　４５

　　　　（６）”利用者電子証明書”の再発行　･･･････････････････････････････　　　４８
　２．利用者編　

　　　　（１）”利用者電子証明書”の取得　･････････････････････････････････　　　５１

　　　　（２）”電子証明書方式”によるログオン　･･･････････････････････････　　　　５５

　　　　（３）”利用者電子証明書”の更新　･････････････････････････････････　　　５７
　３．その他　

　　　　（１）電子証明書の有効期限が経過した場合　･････････････････････････　　　６２
　　　　（２）ご利用パソコンを変更する場合　･･･････････････････････････････　　　　６２

　　　　（３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･････････････････････ 別紙－１

第３章　ハードトークン
  １．利用登録････････････････････････････････････････････････････････････････　６３
  ２．利用者登録･･････････････････････････････････････････････････････････････　６９

  ３．利用者登録解除　････････････････････････････････････････････････････････　　　７２

第４章　オンライン取引
　１．オンライン業務の流れ　･･･････････････････････････････････････････････　　　７５

  ２．残高照会　･･･････････････････････････････････････････････････････････　　　７６
　３．入出金明細照会　･････････････････････････････････････････････････････　　　７７
　４．資金移動　･･･････････････････････････････････････････････････････････　　　７９

　５．連続資金移動　・・・・・･･･････････････････････････････････････････････　　　　　８４
　　　　（１）”連続資金移動確認”画面で資金移動先を「追加」する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･････････････････････････････････････････連続資金移動－別紙１
　　　　（２）”連続資金移動確認”画面で資金移動先を「削除」する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･････････････････････････････････････････連続資金移動－別紙２

目　次



第４章　オンライン取引　続き
　５．連続資金移動

　　　　（３）”連続資金移動確認”画面で資金移動先を「修正」する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･････････････････････････････････････････連続資金移動－別紙３

　６．都度口座登録・修正・削除

　　　　（１）登録　･･･････････････････････････････････････････････････････　　 　９０
　　　　（２）修正　･･･････････････････････････････････････････････････････　　 　９１
　　　　（３）削除　･･･････････････････････････････････････････････････････　　 　９２
　７．資金移動予約照会・取消

　　　　（１）資金移動予約照会　･･･････････････････････････････････････････　　　９３
　　　　（２）資金移動結果照会　･･･････････････････････････････････････････　　　９６

　８．取引履歴照会　･･･････････････････････････････････････････････････････　　　９８

≪オンライン取引権限を’登録・承認・送信’に分けて利用する場合≫

　９．オンライン取引権限の設定変更

　　　　（１）【利用しない】から【利用する】への変更　･････････････････････　　 １００
　　　　（２）【利用する】から【利用しない】へ戻す場合　･･･････････････････　　 １０５
１０．資金移動　：　取引権限分割編（登録・承認・送信）

　　　　（１）登録　･･･････････････････････････････････････････････････････　　 １０９
　　　　（２）承認　･･･････････････････････････････････････････････････････　　 １１４

　　　　（３）送信　･･･････････････････････････････････････････････････････　　 １１７
　　　　（４）登録・承認　･････････････････････････････････････････････････　　 １２０

　　　　（５）承認・送信　･････････････････････････････････････････････････　　 １２７
　　　　（６）登録・承認・送信　･･･････････････････････････････････････････　 １３２

第５章　ファイル伝送
　１．総合振込

　　　　（１）業務の流れ　･････････････････････････････････････････････････　 １３７
　　　　（２）マスタ登録（振込先の登録）　･････････････････････････････････　 １３８
　　　　（３）データ登録（振込指定日・金額の入力）　･･･････････････････････　 １４０

　　　　（４）データ承認・送信　･･･････････････････････････････････････････　 １４５
　　　　（５）振込金額入力画面から受取人情報を修正する方法　･･････････ 総合振込－別紙１
　２．給与・賞与振込

　　　　（１）業務の流れ　･････････････････････････････････････････････････　 １４９

　　　　（２）マスタ登録（振込先の登録）　･････････････････････････････････　 １５０

　　　　（３）データ登録（振込指定日・金額の入力）　･･･････････････････････　 １５２
　　　　（４）データ承認・送信　･･･････････････････････････････････････････　 １５７
　　　　（５）振込金額入力画面から従業員情報を修正する方法　･･････････ 給与・賞与振込－別紙１

　３．地方税納入

　　　　（１）業務の流れ　･････････････････････････････････････････････････　 １６１
　　　　（２）データ登録（振込指定日・金額の入力）　･･･････････････････････　 １６２
　　　　（３）データ承認・送信　･･･････････････････････････････････････････　 １６７
　４．預金口座振替

　　　　（１）業務の流れ　･････････････････････････････････････････････････　 １７１

　　　　（２）マスタ登録（支払元の登録）　･････････････････････････････････　 １７２
　　　　（３）データ登録（引落指定日・金額の入力）　･･･････････････････････　 １７４
　　　　（４）データ承認・送信　･･･････････････････････････････････････････　 １７９

　　　　（５）口座振替結果データ受信　･･･････････････････････････････････　 １８３



第５章　ファイル伝送　続き
　４．預金口座振替

　　　　（６）口座振替結果受信データ参照・印刷　･･･････････････････････　 １８６

　　　　（７）振込金額入力画面から支払人情報を修正する方法　･･････････ 預金口座振替－別紙１

　５．入出金明細

　　　　（１）業務の流れ　･････････････････････････････････････････････････　 １８９
　　　　（２）データ受信　･････････････････････････････････････････････････　 １９０
　　　　（３）データ参照・印刷　･･･････････････････････････････････････････　 １９３
　６．振込入金明細

　　　　（１）業務の流れ　･････････････････････････････････････････････････　 １９５
　　　　（２）データ受信　･････････････････････････････････････････････････　 １９６

　　　　（３）データ参照・印刷　･･･････････････････････････････････････････　 １９９
　７．外部ファイル送受信

　　　　（１）外部ファイル送信

　　　　　　　Ａ．業務の流れ　･････････････････････････････････････････････　 ２０１

　　　　　　　Ｂ．送信テーブル作成　･･･････････････････････････････････････　 ２０２
　　　　　　　Ｃ．データ送信　･････････････････････････････････････････････　 ２０４
　　　　（２）外部ファイル受信

　　　　　　　Ａ．業務の流れ　･････････････････････････････････････････････　 ２０７

　　　　　　　Ｂ．受信テーブル作成　･･･････････････････････････････････････　 ２０８
　　　　　　　Ｃ．データ受信　･････････････････････････････････････････････　 ２１０

≪外部ファイル送信権限を’登録・承認・送信’に分けて利用する場合≫

　８．外部ファイル送信権限の設定変更

　　　　（１）【利用しない】から【利用する】への変更　･････････････････････　 ２１３
　　　　（２）【利用する】から【利用しない】へ戻す場合　･･･････････････････　 ２１７
　９．外部ファイル送信　：　取引権限分割編（登録・承認・送信）

　　　　（１）登録　･･･････････････････････････････････････････････････････　 ２２０

　　　　（２）承認　･･･････････････････････････････････････････････････････　 ２２３
　　　　（３）送信　･･･････････････････････････････････････････････････････　 ２２５
１０．たすかる君ＷＥＢ再契約時のマスタ移行

　　　　（１）マスタ移行の流れ　･･･････････････････････････････････････････　 ２２８
　　　　（２）グループ指定されていない方

　　　　　　　Ａ．【契約解約前】データの保存　･････････････････････････････　 ２２９

　　　　　　　Ｂ．【再契約以降】データの取り込み　･････････････････････････　 ２３１

　　　　（３）グループ指定されている方

　　　　　　　Ａ．【契約解約前】データの保存　･････････････････････････････　 ２３４
　　　　　　　Ｂ．【再契約以降】データの取り込み　･････････････････････････　 ２３９
　　　　（４）マスタ修正方法　･･･････････････････････････････････････････････　２４３



第１章

初期登録



≪初期登録≫

１．管理者（契約法人）編

(１) 開通確認と限度額の変更

①東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君－ＷＥＢログオン】を
クリックします。

または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
東邦たすかる君－ＷＥＢ】をクリックします。

②【管理者ログオン】 をクリックします。
（ここでは、たすかる君-ＷＥＢサービスを利用する為の様々な初期設定を管理者の方が
行います。）
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③”たすかる君－ＷＥＢ 管理者ログオン” 画面が表示されます。
【ＩＤ・暗証番号方式 　管理者ログオン 】 をクリックします。

④”契約法人ログオン” 画面が表示されます。
「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力し、【ログオン】ボタンをクリックします。
（ソフトウェアキーボードを押すと、入力画面が表示されキーボードでの入力ができます。）

　・契約法人ＩＤ
　　｢たすかる君-ＷＥＢの契約法人ＩＤなどのご通知について」（以下ハガキ）に
　　記載されている１０桁の番号を入力します。

　・契約法人暗証番号
　　「法人インターネットバンキングサービスたすかる君-ＷＥＢ利用申込書｣（以下申込書）に
　　記入した４桁（数字）を入力します。
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⑤”契約法人開通確認” 画面が表示されます。
開通確認画面は、初回ログオン時にだけ表示されます。
「契約法人暗証番号」「契約法人確認暗証番号」「契約法人Ｅメールアドレス」を入力し、
【次へ】ボタンをクリックします。
なお、必須項目以外の入力は任意となります。

・契約法人暗証番号
　　申込書で記入した４桁（数字）を入力してください。
   （変更しない場合は、現在の契約法人暗証番号のみ入力します。）

・契約法人確認暗証番号
　　申込書で記入した６桁（数字）を入力してください。
   （変更しない場合は、現在の契約法人確認暗証番号のみ入力します。）

・契約法人Ｅメールアドレス
　　アドレスは、再入力も含め２回入力してください。
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⑥”契約法人ワンタイムパスワード入力” 画面が表示されます。
「契約法人ワンタイムパスワード」を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

・契約法人ワンタイムパスワード
　ハガキに記載されているアルファベット下の該当の数字を１桁ずつ５箇所入力します。
　パソコン画面上のアルファベットは、順不同で表示されます。

⑦”管理者トップページ”画面が表示されます。

⑧画面上部のメニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【契約法人限度額変更】を
クリックします。
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⑨”契約法人限度額変更” 画面が表示されます。
「オンライン限度額」「収納限度額」および「ファイル伝送限度額」を変更後、
「契約法人確認暗証番号」を入力し、【変更】ボタンをクリックしてください。
※お申込コースによって、実際表示される項目は異なります。

　　ａ）”オンライン限度額”の変更
　　　　　オンラインサービスである”資金移動”の「振替」「振込」取引における限度額です。（※１）

　　ｂ）”収納限度額”の変更
　　　　　民間企業への各種料金払込みの限度額です。（※１）
　　　　　国庫金収納や地方公共団体への払込みは限度額の対象外です。

　　　　　※１　 「一回単位の限度額」「一日単位の限度額」の”契約法人単位”へは、初期設定として
　　　　　　　　”１円”が入力されていますので、右側の”限度額”を上限として、限度額以内の
　　　　　　　　金額（半角数字）に変更してください。

　　ｃ）”ファイル伝送限度額”の変更
　　　　　データ伝送サービスである”総合振込””給与・賞与振込””地方税納入”“預金口座振替”の
　　　　　限度額です。
　　　　　「一回単位の限度額」の”契約法人単位”へは、初期設定として上限金額である
　　　　　”1,000,000,000円（１０億円）”が入力されていますので、変更したい場合は、
　　　　　限度額以内の金額（半角数字）に変更してください。

　　《 契約法人確認暗証番号 》
　　　 申込書で記入した６桁（数字）を入力してください。
　　　 契約法人確認暗証番号を変更した場合は、変更後の暗証番号を入力してください。

振込（都度指定） 画面で登録をした口座へお振込を行います。

種類 内容
振替 お申込書に記入した自社同一名義口座へ資金を移動します。

振込（事前登録） お申込書の振込入金口座欄に記入した口座へお振込を行います。

ａ）オンライン限度額

ｃ）ファイル伝送限度額

ｂ）収納限度額
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⑩”契約法人限度額変更完了” 画面が表示されます。
「オンライン限度額」「収納限度額」および「ファイル伝送限度額」が、変更後の
限度額であることを確認してください。

　　※「お申込コース」と限度額変更画面の表示
　　　　・「オンラインサービスのみ」のお申込の場合は、「オンライン限度額」と「収納限度額」の
　　　　　画面のみ表示されます。
　　　　・「オンラインサービス＋データ伝送」のお申込の場合は、「オンライン限度額」「収納限度額」と
　　　　　「ファイル伝送」の画面が表示されます。

これで、管理者の「契約法人開通確認」と「契約法人限度額変更」の操作は完了
しました。
利用者の登録は、「（２）利用者の情報登録と権限設定」「（３）利用者ワンタイム
パスワードの発行」を参照してください。

”オンライン限度額”“収納限度額”が変更後の限度額で

あることを確認

”ファイル伝送限度額”が変更後の限度額で
あることを確認
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(２) 利用者の情報登録と権限設定

①画面上部のメニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

② ”利用者情報選択” 画面が表示されます。
ここでは、実際に残高照会やお振込データ作成・送信作業を行う利用者の登録をします。
登録する利用者が１名のみの場合、（ａ）の操作を行ってください。
利用者ごとに操作権限を分ける場合は、画面中央に表示されている(ｂ)・(ｃ)の
設定変更を事前に行ってから、（ａ）の操作を行ってください。
※オンラインサービスのみをご契約の場合、(b)外部ファイル送信権限設定はありません。

　（ａ）【新規登録】ボタンをクリックし、次ページ項目③に進みます。

　（ｂ）”オンライン取引権限設定”
　　　資金移動の「振替」「振込」取引において、利用者に対する取引権限（登録、承認、送信）を
　　　「利用しない」「利用する」のいずれかを選択します。（初期値は、「利用しない」が設定されています）
　　　利用者の取引権限を「登録」「承認」「送信」の３つの権限に分けて利用する場合は、
　　　【変更】ボタンをクリックして”利用する”に変更してください。

　（ｃ）”外部ファイル送信権限設定”
　　　　外部ファイル送信において、利用者に対する取引権限（登録、承認、送信）を「利用しない」
　　　　「利用する」のいずれかを選択します。（初期値は、「利用しない」が設定されています）
　　　　利用者の取引権限を「登録」「承認」「送信」の３つの権限に分けて利用する場合は、
　　　　【変更】ボタンをクリックして”利用する”に変更してください。
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③”利用者情報登録”画面が表示されます。
利用者の各種情報を設定します。設定された情報は、利用者のログオンや
データ送信時に使用する重要な情報です。

　　　ａ）利用者情報の設定
　　　　　下記の５項目の入力をします。（Ｅメールアドレスのみ、管理者と同じ場合は省略可能）

　　　ｂ）利用者電子証明書発行の設定

　　　　 電子証明書方式を利用する場合、《発行する》を選択します。

　　　　 ※ＩＤ・暗証番号方式を利用する場合は、《発行しない》を選択します。

　　　　　　 電子証明書方式未契約の場合は、この画面は表示されません。

利用者Eメールアドレス データ送信後にメールを自動配信。管理者と同一アドレスの場合、省略可能。

利用者名 利用者ステータス表示・各種データ登録者名表示。利用者名（漢字）は任意。

利用者暗証番号 利用者ログオン時に入力。
利用者確認暗証番号 データ送信時・各種設定変更時に入力。

必須項目 使用用途・注意事項
利用者ID 利用者ログオン時に入力または選択。契約法人IDと同じ番号は登録不可。
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④“利用者の権限および限度額の設定”が表示されます。
“オンライン取引”の権限設定と限度額設定を行います。

　　　ａ） 権限設定

「照会」「実行」、または「照会」「登録」「承認」「送信」を個々に選択（クリック）し、
利用者のオンライン取引権限を指定します。（【全選択】で一括指定可能）
※７ページのオンライン取引権限を利用しないのままにした場合、資金移動（振込・振替）の
　 権限設定は「実行」のみとなります。

　　　ｂ）限度額設定

　”資金移動（振替）””資金移動（振込）”“民間払込”のお取引について、利用者の
　　取引限度額を指定してください。

※資金移動の権限が無い利用者は利用できません。

振込（事前登録） お申込書の振込入金口座欄に記入した口座へお振込を行います。

振込（都度指定） 画面で登録をした口座へお振込を行います。

民間払込
民間企業への各種料金の払込みができます。（国庫金収納や地方
公共団体への払込みは限度額設定の対象外です）（※）

送信 承認したデータの送信をします。

種類 内容

振替 お申込書に記入した自社同一名義口座へ資金を移動します。

実行 資金移動・予約取消データの送信をします。

登録 口座指定・金額入力したデータの登録をします。

承認 登録したデータの承認をします。

種類 内容

照会 口座情報・予約データの照会をします。

権限情報に続く
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⑤引き続き、“ファイル伝送”の権限設定と限度額設定を行います。
設定入力後、「契約法人確認暗証番号」を入力し、【登録】ボタンをクリックします。
※ご契約がオンラインサービスのみの場合、ファイル伝送画面の表示はありません。

　　　ａ） 権限設定

　　「照会」「実行」「登録」「承認」「送信」を個々に選択（クリック）し、
　　　利用者のファイル伝送権限を指定します。（【全選択】で一括指定可能）
※７ページの外部ファイル送信権限を利用しないのままにした場合、外部ファイル送信の
　 権限設定は「実行」のみとなります。

　　　ｂ） 限度額設定
　”総合振込””給与振込”“賞与振込”“地方税納入”“預金口座振替”のお取引について、
　　利用者の取引限度額を指定してください。
※お申込内容によって表示される項目は異なります。

　　※契約法人確認暗証番号
　　　 申込書で記入した６桁（数字）を入力します。
　　　 契約法人確認暗証番号を変更した場合は、変更後の暗証番号を入力してください。

送信 承認したデータの送信をします。

照会 口座の動き・引落し請求データの結果を照会します。

実行 外部ファイルデータの送信・受信をします。

種類 内容

登録 口座指定・金額入力したデータを登録します。

承認 登録したデータの承認をします。
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⑥”利用者情報選択” 画面に戻ります。

　　 ａ） ”利用者ＩＤ””利用者名”の登録内容を確認してください。
　　 ｂ） ”オンライン取引””ファイル伝送”の権限設定状況を確認してください。

これで、利用者の「利用者情報登録」と「利用者権限情報」の設定は完了しました。
利用者のワンタイムパスワードを発行しますので、「（３）利用者ワンタイムパス
ワードの発行」を参照してください。

“利用者情報選択”画面で該当の利用者ＩＤを選択し、
【変更】をクリックしてください。

”利用者情報変更” 画面が表示されますので、該当箇所を
変更してください。

確認
ＯＫ

確認
ＮＧ

11 初期登録　管理者（契約法人）編



(３) 利用者ワンタイムパスワードの発行

①”利用者情報選択” 画面からワンタイムパスワードを発行する利用者を選択します。
ａ） 対象の利用者ＩＤを確認し”選択（クリック）”します。
ｂ） “利用者ワンタイムパスワード”まで画面の表示を下げ、【発行／再発行】ボタンを
　 クリックします。

②”利用者ワンタイムパスワード発行／再発行確認” 画面が表示されます。
利用者ＩＤと利用者名を確認後、「契約法人確認暗証番号」を入力し、【発行】ボタンを
クリックします。

12 初期登録　管理者（契約法人）編



③”利用者ワンタイムパスワード発行／再発行完了” 画面が表示されます。
　　ａ） 対象利用者名が表示されたことを確認します。
　　ｂ） 【印刷】ボタンをクリックし、ワンタイムパスワードを印刷します。
　　ｃ） 【利用者情報選択画面へ】ボタンをクリックします。

④”利用者情報選択”画面に戻ります。

これで、利用者の「利用者ワンタイムパスワードの発行」は完了しました。

引き続き、ハードトークンの登録を行います。
※ハードトークンが未着の場合は【ログオフ】ボタンをクリックし、利用者登録編の

操作を行ってください。（ただし、ハードトークン登録完了までお振込は不可）
（操作マニュアル画面に、ハードトークン登録に関するマニュアルがございます。）
また、該当の利用者へ「利用者ＩＤ」「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」
「利用者ワンタイムパスワード」と「取引権限」を通知してください。

13 初期登録　管理者（契約法人）編



(４)ハードトークンの設定

①“利用者情報選択”画面から、“ハードトークンの設定”まで画面を下げ、
【登録】ボタンをクリックします。

②“ハードトークン登録”画面が表示されます。
　ａ）．ハードトークンの裏面に記載されているシリアル番号を入力します。
　ｂ）．ハードトークンの表面（液晶画面）に表示されている番号を入力します。
　ｃ）．メモを入力することができます。（入力は任意です）
入力完了後、【次へ】ボタンをクリックします。

《ご注意ください》

ここでは、ハードトークンのシリアル番号を登録します。
ハードトークンがまだ到着していない場合は、２０ページの操作を参照してください。
※ハードトークンの設定が終了するまで各種お振込データの送信はできません。

a

b

c

14 初期登録　管理者（契約法人）編



③“ハードトークン登録確認”画面が表示されます。
｢契約法人確認暗証番号｣を入力後、【登録】ボタンをクリックします。

④“ハードトークン登録完了”画面が表示されます。
Ａ．使用する利用者IDを紐付けする場合…【続けて利用者登録へ】ボタンをクリック
Ｂ．別なハードトークンを登録する場合…【続けてトークン登録へ】ボタンをクリック
　　（項目②・③の操作を繰り返し行います）

Ａの場合Ｂの場合

15 初期登録　管理者（契約法人）編



⑤“ハードトークン利用者登録確認（トークン選択）”画面が表示されます。
登録したトークンを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑥“ハードトークン利用者登録（利用者選択）”画面が表示されます。
選択したハードトークンを使う利用者を選択（チェック）し、【次へ】ボタンをクリックします。
※複数の利用者全員が同じトークンを利用する場合は【全選択】ボタンをクリックする
　　ことで一度に全員を選択できます。

16 初期登録　管理者（契約法人）編



⑦“ハードトークン利用者登録確認”画面が表示されます。
内容を確認後、「契約法人確認暗証番号」を入力し【登録】ボタンをクリックします。

⑧“ハードトークン利用者登録完了”画面が表示されます。
【利用者情報選択画面へ】ボタンをクリックします。

17 初期登録　管理者（契約法人）編



⑨“利用者情報選択”画面に戻ります。

これで、利用者への”ハードトークン”の設定は完了です。
ハードトークンが設定された利用者は、お振込データ送信時にハードトークンに
表示された”ワンタイムパスワード”の入力が必要となります。

18 初期登録　管理者（契約法人）編



(５)契約法人ログオフ

①画面右上の【ログオフ】ボタンをクリックします。

②“契約法人ログオフ”画面が表示されます。
【ログオフ】ボタンをクリックします。

③“契約法人ログオフ完了”画面が表示されます。
【閉じる】ボタンをクリック後表示されるメッセージ画面の【ＯＫ】ボタンもクリックします。

以上で、管理者画面での初期登録操作が終了しました。
引き続き、利用者編の登録操作を行ってください。

19 初期登録　管理者（契約法人）編



≪初期登録≫

２．利用者編（電子証明書方式ログオン）

（１）電子証明書取得

① 東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
    クリックします。

　または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
　東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

② 【電子証明書（利用者用）の取得はこちら】をクリックします。

③ “利用者電子証明書取得”画面が表示されます。
　　契約法人ＩＤ・利用者ＩＤ・利用者暗証番号を入力後、【取得】ボタンをクリックします。

ここでは、電子証明書方式の利用者ＩＤ開通操作を行います。

ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合、２６ページの操作を参照してください。

・契約法人ＩＤ： ｢たすかる君-ＷＥＢの契約

法人ＩＤなどのご通知について」（ハガキ）に

記載されている１０桁の番号

・利用者ＩＤ： 管理者が“利用者情報登録

画面”で登録したＩＤ

・利用者暗証番号： 管理者が“利用者情報

登録画面”で登録した暗証番号

20 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



④ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【ダウンロード】をクリックします。

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①　（画面右上に表示されます）

・GoogleChromeの場合②　（画面左下に表示されます）

・エクスプローラーから開く場合

④－１ ”RAカスタムプラグイン クライアントツール” 画面が表示されます。
　　　　　【実行】ボタンをクリックします。

④－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【閉じる】ボタンをクリックします。

【ダウンロード】フォルダ内のファイルをダブルクリック

ファイル名をクリック

【ファイルを開く】をクリック

21 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



⑤ 終了確認画面が表示されます。

　　【OK】をクリックします。

⑥　”たすかる君WEB”画面および”RAカスタムプラグイン クライアントツール”画面が表示
　　　されます。右上【×】ボタンをクリックし、画面を閉じます。

④ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【こちら】をクリックします。

④－１ ”電子証明書取得実行” 画面が
　　　　　表示されます。

　　　　 【実行】ボタンをクリックします。

④－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【ダウンロード】ボタンをクリックします。

《しばらく待ってもRAカスタムプラグイン クライアントツール画面が表示されない場合》

・エクスプローラーから開く場合

【ダウンロード】フォルダ内の

ファイルをダブルクリック

※取得に失敗した場合、

東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

【（２）開通確認】 へ

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①

（画面右上に表示されます）
【ファイルを開く】をクリック

・GoogleChromeの場合②

（画面左下に表示されます）

ファイル名をクリック

22 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



④－３  ”証明書のインポートウィザード”画面が表示されます。
　　　　　初期表示のまま 【次へ】を４回クリックします。

④－４  ”証明書のインポートウィザードの完了”画面が表示されます。
　　　　　【完了】をクリックし、【ＯＫ】をクリックします。

⑤ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。
　　　【閉じる】ボタンをクリック後、【OK】をクリックします。

⑥ ”たすかる君WEB”画面は、右上【×】ボタンをクリックし、閉じます。
　　※ 取得に失敗した場合、東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

23 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



（２）開通確認

① 東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
    クリックします。

② 【利用者ログオン　電子証明書方式】をクリックします。

③ ”認証用の証明書の選択” 画面が表示されます。
　　　契約法人ID・利用者IDが表示されている証明書を選択し、【OK】をクリックします。

④ “利用者ログオン（電子証明書方式）”画面が表示されます。
利用者暗証番号を入力し、【ログオン】ボタンをクリックします。

1234567890 USER01

1234567890

利用者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）＋利用者ＩＤ”

⇒利用者がログオン時に選択

管理者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）”

⇒管理者がログオン時に選択

・利用者暗証番号：

管理者が“利用者情報登録画面”で登録 した

暗証番号

24 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



⑤　“利用者開通確認”画面が表示されます。
　　 “現在の”「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」を入力し、【次へ】をクリックします。

※“新しい利用者暗証番号”“新しい利用者確認暗証番号”は任意です。

⑥　“利用者ワンタイムパスワード入力”画面が表示されます。印刷した「利用者ワンタイム
　　　パスワード」から該当の数字を確認し、入力後【次へ】をクリックします。

⑦　”利用者トップページ”画面が表示されます。

利用者ログオンが完了しました。

これ以降は、ご希望のお取引（操作）を行ってください。

・利用者暗証番号
管理者が利用者情報登録画面で登録した

暗証番号（半角英数４～１２桁）

・利用者確認暗証番号
管理者が利用者情報登録画面で登録した

暗証番号（半角英数６～１２桁）

・利用者Ｅメールアドレス
管理者の契約法人Ｅメールアドレスと同じ

アドレスを使用する場合は、入力不要です。

・利用者ワンタイムパスワード

管理者が利用者情報登録変更画面で発行・印刷を

した乱数表です。 パソコン画面上の数字とカタカナは、

順不同で表示され、該当の数字を２桁ずつ入力します。

乱数表

25 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



≪初期登録≫

３．利用者編（ＩＤ・暗証番号方式ログオン）

（１）開通確認

①東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
クリックします。

または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

②“利用者ログオン ＩＤ - 暗証番号方式”のボタンをクリックします。

ここでは、ＩＤ・暗証番号方式利用者ＩＤ開通操作を行います。
２０ページで電子証明書方式の開通確認を行った場合は、操作不要です。

26 初期登録　利用者（ID・暗証番号ログオン）編



③“利用者ログオン”画面が表示されます。
“契約法人ＩＤ”“利用者ＩＤ”“利用者暗証番号”を入力し、【ログオン】ボタンをクリックします。

　・契約法人ＩＤ
　　｢たすかる君-ＷＥＢの契約法人ＩＤなどのご通知について」（以下ハガキ）に
　　記載されている１０桁の番号を入力します。

　・利用者ＩＤ
　　管理者が利用者情報登録画面で登録したＩＤを入力します。

　・利用者暗証番号
　　管理者が利用者情報登録画面で登録した暗証番号（半角英数４～１２桁）を入力します。

27 初期登録　利用者（ID・暗証番号ログオン）編



④“利用者開通確認”画面が表示されます。
“現在の”利用者暗証番号・“現在の”利用者確認暗証番号を入力し、
【次へ】ボタンをクリックします。
※“新しい利用者暗証番号”“新しい利用者確認暗証番号”は任意です。

　・利用者暗証番号
　　管理者が利用者情報登録画面で登録した暗証番号（半角英数４～１２桁）を入力します。

　・利用者確認暗証番号
　　管理者が利用者情報登録画面で登録した暗証番号（半角英数６～１２桁）を入力します。

　・利用者Ｅメールアドレス
　　管理者の契約法人Ｅメールアドレスと同じアドレスを使用する場合は、入力不要です。

28 初期登録　利用者（ID・暗証番号ログオン）編



⑤“利用者ワンタイムパスワード入力”画面が表示されます。
利用者ワンタイムパスワードを入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

　・利用者ワンタイムパスワード
　　管理者が利用者情報登録変更画面で発行・印刷をした乱数表です。
　　該当の数字を２桁ずつ入力します。
　　パソコン画面上の数字とカタカナは、順不同で表示されます。

≪利用者ワンタイムパスワードの乱数表イメージ≫

⑥“利用者トップページ”画面が表示されます。

これで、利用者ログオンが完了しました。
これ以降はご希望のお取引（操作）を行ってください。

29 初期登録　利用者（ID・暗証番号ログオン）編



第２章

電子証明書



１．管理者（契約法人）編

（１）”契約法人電子証明書”の取得

①　東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
　　 クリックします。

　または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
　東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

②　【管理者ログオン】をクリックします。

《ご注意ください》 こちらは、管理者の電子証明書を取得する操作です。

※電子証明書方式未契約の場合は、この操作を行うことができません。

管理者以外の方および管理者電子証明書を取得しない方は行わないでください。

また、電子証明書を取得した管理者のパソコンを変更する場合、電子証明書方式利用

申込書を東邦銀行の窓口にご提出いただく必要があります。

30 電子証明書　管理者（契約法人）編



③　”たすかる君-ＷＥＢ 管理者ログオン” 画面が表示されます。
　　 【電子証明書（管理者用）の取得はこちら】をクリックします。

④　”契約法人電子証明書取得” 画面が表示されます。
　　 「契約法人ＩＤ」、「契約法人暗証番号」を入力し、【取得】ボタンをクリックします。

⑤ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【ダウンロード】をクリックします。

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①　（画面右上に表示されます）

・GoogleChromeの場合②　（画面左下に表示されます）

・契約法人ＩＤ：
｢たすかる君-ＷＥＢの契約法人ＩＤなどのご通知に

ついて」（ハガキ）に記載されている１０桁の番号

・契約法人暗証番号：
申込書で記入した４桁の数字。

ただし、暗証番号を変更後は、変更後の暗証番号

となります。

ファイル名をクリック

【ファイルを開く】をクリック

31 電子証明書　管理者（契約法人）編



・エクスプローラーから開く場合

⑤－１ ”RAカスタムプラグイン クライアントツール” 画面が表示されます。
　　　　　【実行】ボタンをクリックします。

⑤－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【閉じる】ボタンをクリックします。

⑥ 終了確認画面が表示されます。【OK】をクリックします。
　　

⑦  ”たすかる君WEB”画面および”RAカスタムプラグイン クライアントツール”画面が表示
　　されます。右上【×】ボタンをクリックし、画面を閉じます。

【ダウンロード】フォルダ内のファイルをダブルクリック

【（２）電子証明書方式によるログオン】 へ

※取得に失敗した場合、

東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

32 電子証明書　管理者（契約法人）編



⑤ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【こちら】をクリックします。

⑤－１ ”電子証明書取得実行” 画面が表示されます。【実行】ボタンをクリックします。

⑤－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【ダウンロード】ボタンをクリックします。

⑤－３  ”証明書のインポートウィザード”画面が表示されます。
　　　　　初期表示のまま 【次へ】を４回クリックします。

　　　　次ページへ続く

《しばらく待ってもRAカスタムプラグイン クライアントツール画面が表示されない場合》

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①

（画面右上に表示されます）
【ファイルを開く】をクリック

・GoogleChromeの場合②

（画面左下に表示されます）

ファイル名をクリック

・エクスプローラーから開く場合

【ダウンロード】フォルダ内の

ファイルをダブルクリック
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⑤－３  前ページ続き

⑤－４  ”証明書のインポートウィザードの完了”画面が表示されます。
　　　　　【完了】をクリックし、【ＯＫ】をクリックします。

⑥　”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。
　　　【閉じる】ボタンをクリック後、【OK】をクリックします。

⑦　”たすかる君WEB”画面は、右上【×】ボタンをクリックし、閉じます。

以上で、契約法人電子証明書の取得が完了しました。
引き続き、電子証明書方式によるログオン操作を行ってください。

※取得に失敗した場合、

東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。
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（２）電子証明書方式によるログオン

①　東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
　　 クリックします。

　または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
　東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

②　【管理者ログオン】をクリックします。

③　電子証明書方式【管理者ログオン】をクリックします。
　　 

《ご注意ください》

管理者用の電子証明書を取得したパソコン以外では管理者ログオン操作を行うことは
できません。

また、電子証明書を取得した管理者のパソコンを変更する場合、電子証明書方式利用

申込書を東邦銀行の窓口にご提出いただく必要があります。
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④　”認証用の証明書の選択” 画面が表示されます。
　　　契約法人IDのみ表示されている証明書を選択し、【OK】をクリックします。

⑤　”契約法人ログオン（電子証明書方式）” 画面が表示されます。
　　 「契約法人暗証番号」を入力し、【ログオン】をクリックします。

⑥　”契約法人ワンタイムパスワード入力” 画面が表示されます。
　　 「契約法人ワンタイムパスワード」を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑦　”管理者トップページ”画面が表示されます。

以上で、管理者の”電子証明書方式”によるたすかる君ＷＥＢへのログオンは完了です。
これ以降は、ご希望の操作を行ってください。

※管理画面では、口座の残高照会やお振込の操作はできません。

・契約法人暗証番号：
申込書で記入した４桁の数字。

ただし、暗証番号を変更後は、変更後の暗証番号

となります。

1234567890 USER01

1234567890

利用者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）＋利用者ＩＤ”

⇒利用者がログオン時に選択

管理者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）”

⇒管理者がログオン時に選択

・契約法人ワンタイムパスワード：
｢たすかる君-ＷＥＢの契約法人ＩＤなどのご通知に

ついて」（ハガキ）に記載されているアルファベット

下の該当の数字を１桁ずつ５箇所入力します。

パソコン画面上のアルファベットは、順不同で表示

されます。
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（３）“契約法人電子証明書”の更新

①　東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
　　 クリックします。

　または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
　東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

②　【管理者ログオン】をクリックします。

③　電子証明書方式【管理者ログオン】をクリックします。
　　 

《ご注意ください》 こちらは、管理者の電子証明書を更新する操作です。

管理者の電子証明書を取得したパソコン以外では操作できません。

電子証明書の有効期限は発行日より１年間（３６５日）です。

更新操作は、有効期限３０日前から行うことができます。
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④　”認証用の証明書の選択” 画面が表示されます。
　　　契約法人IDのみ表示されている証明書を選択し、【OK】をクリックします。

⑤　”契約法人ログオン（電子証明書方式）” 画面が表示されます。
　　 「契約法人暗証番号」を入力し、【ログオン】をクリックします。

⑥　”契約法人ワンタイムパスワード入力” 画面が表示されます。
　　 「契約法人ワンタイムパスワード」を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑦　“電子証明書更新のお知らせ”画面が表示されます。【次へ】ボタンをクリックします。

・契約法人暗証番号：
申込書で記入した４桁の数字。

ただし、暗証番号を変更後は、変更後の暗証番号

となります。

1234567890 USER01

1234567890

利用者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）＋利用者ＩＤ”

⇒利用者がログオン時に選択

管理者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）”

⇒管理者がログオン時に選択

・契約法人ワンタイムパスワード：
｢たすかる君-ＷＥＢの契約法人ＩＤなどのご通知に

ついて」（ハガキ）に記載されているアルファベット

下の該当の数字を１桁ずつ５箇所入力します。

パソコン画面上のアルファベットは、順不同で表示

されます。
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⑧ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【ダウンロード】をクリックします。

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①　（画面右上に表示されます）

・GoogleChromeの場合②　（画面左下に表示されます）

・エクスプローラーから開く場合

⑧－１ ”RAカスタムプラグイン クライアントツール” 画面が表示されます。
　　　　　【実行】ボタンをクリックします。

⑧－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【閉じる】ボタンをクリックします。

ファイル名をクリック

【ファイルを開く】をクリック

【ダウンロード】フォルダ内のファイルをダブルクリック
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⑨ 終了確認画面が表示されます。

　　【OK】をクリックします。

⑩   ”たすかる君WEB”画面および”RAカスタムプラグイン クライアントツール”画面が表示
　　　されます。右上【×】ボタンをクリックし、画面を閉じます。

⑧ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【こちら】をクリックします。

⑧－１ ”電子証明書取得実行” 画面が
　　　　　表示されます。

　　　　 【実行】ボタンをクリックします。

⑧－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【ダウンロード】ボタンをクリックします。

《しばらく待ってもRAカスタムプラグイン クライアントツール画面が表示されない場合》

※取得に失敗した場合、

東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

更新操作完了
次ページ下部 黄色枠を参照してください

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①

（画面右上に表示されます）
【ファイルを開く】をクリック

・GoogleChromeの場合②

（画面左下に表示されます）

ファイル名をクリック

・エクスプローラーから開く場合

【ダウンロード】フォルダ内の

ファイルをダブルクリック

40 電子証明書　管理者（契約法人）編



⑧－３  ”証明書のインポートウィザード”画面が表示されます。
　　　　　初期表示のまま 【次へ】を４回クリックします。

⑧－４  ”証明書のインポートウィザードの完了”画面が表示されます。
　　【完了】をクリックし、【ＯＫ】をクリックします。

⑨ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。
　　　【閉じる】ボタンをクリック後、【OK】をクリックします。

⑩　 ”たすかる君WEB”画面は、右上【×】ボタンをクリックし、閉じます。
　　※ 取得に失敗した場合、東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

以上で、管理者の”契約法人電子証明書”の更新操作は完了です。

なお、有効期限切れとなった”電子証明書”の削除は、以下の項目より内容を参照してください。
「３．その他 （３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」

41 電子証明書　管理者（契約法人）編



（４）”利用者電子証明書”の発行（新規発行）

①該当の【管理者ログオン】ボタンから、管理者ログオン操作を行います。

　　

ａ）ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合
　 【管理者ログオン】 ⇒ 【ＩＤ・暗証番号方式　管理者ログオン】
　　⇒“契約法人ログオン”画面で「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力後【ログオン】をクリック
　　⇒“契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

ｂ）電子証明書方式をご利用の場合
　　【管理者ログオン】　⇒　【電子証明書方式　管理者ログオン】　　　
　　⇒　”証明書の選択”画面で該当の「契約法人電子証明書」を選択（クリック）し【ＯＫ】をクリック
　　⇒　”契約法人ログオン”画面で「契約法人暗証番号」を入力し【ログオン】をクリック
　　⇒　”契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

　　　　”管理者トップページ”画面が表示されます。

この操作は、管理者が利用者に対して、電子証明書を使用する権限を付与する操作です。
（ＩＤ・暗証番号方式の利用者を電子証明書方式に変更します。）
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②画面上部のメニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

③“利用者情報選択”が表示されます。
電子証明書方式にする利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。

④“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者電子証明書発行”まで画面を下げます。
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⑤“利用者電子証明書発行”が表示されます。
“発行する”を選択（クリック）し、画面下部の「契約法人確認暗証番号」を入力後
【変更】ボタンをクリックします。

⑥“利用者情報選択”画面に戻ります。
設定した利用者の電子証明書欄に“○”が付いていることを確認します。

以上で、電子証明書の発行は完了しました。
電子証明書が発行された利用者は、利用者が使用するパソコンで電子証明書の取得を行っ
てください。
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（５）“利用者電子証明書”の失効（解除）

①該当の【管理者ログオン】ボタンから、管理者ログオン操作を行います。

　　

ａ）ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合
　 【管理者ログオン】 ⇒ 【ＩＤ・暗証番号方式　管理者ログオン】
　　⇒“契約法人ログオン”画面で「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力後【ログオン】をクリック
　　⇒“契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

ｂ）電子証明書方式をご利用の場合
　　【管理者ログオン】　⇒　【電子証明書方式　管理者ログオン】　　　
　　⇒　”証明書の選択”画面で該当の「契約法人電子証明書」を選択（クリック）し【ＯＫ】をクリック
　　⇒　”契約法人ログオン”画面で「契約法人暗証番号」を入力し【ログオン】をクリック
　　⇒　”契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

　　　　”管理者トップページ”画面が表示されます。

この操作は、管理者が利用者に対して、電子証明書を使用する権限を解除する操作です。

（電子証明書方式の利用者をＩＤ・暗証番号方式に変更します。）
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②画面上部のメニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

③“利用者情報選択”が表示されます。
電子証明書方式の使用を失効する利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。

④“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者電子証明書情報”まで画面を下げます。
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⑤“利用者電子証明書情報”が表示されます。
“現在の電子証明書を失効する”を選択（クリック）し、画面下部の「契約法人確認
暗証番号」を入力後【変更】ボタンをクリックします。

⑥“利用者情報選択”画面に戻ります。
電子証明書を失効した利用者の電子証明書欄が“－”になったことを確認します。

以上で、電子証明書の失効は完了しました。
電子証明書が失効された利用者は、ＩＤ・暗証番号方式へ変更されました。

なお、失効した”電子証明書”の削除は、以下の項目より内容を参照してください

「３．その他 （３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」
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（６）“利用者電子証明書”の再発行

①該当の【管理者ログオン】ボタンから、管理者ログオン操作を行います。

　　

ａ）ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合
　 【管理者ログオン】 ⇒ 【ＩＤ・暗証番号方式　管理者ログオン】
　　⇒“契約法人ログオン”画面で「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力後【ログオン】をクリック
　　⇒“契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

ｂ）電子証明書方式をご利用の場合
　　【管理者ログオン】　⇒　【電子証明書方式　管理者ログオン】　　　
　　⇒　”証明書の選択”画面で該当の「契約法人電子証明書」を選択（クリック）し【ＯＫ】をクリック
　　⇒　”契約法人ログオン”画面で「契約法人暗証番号」を入力し【ログオン】をクリック
　　⇒　”契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

　　　　”管理者トップページ”画面が表示されます。

この操作は、“利用者が使用するパソコンの変更”や“電子証明書の有効期限切れ”等に
おいて、管理者が利用者に対して電子証明書を使用する権限を解除し、再度発行を行う
操作です。
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②画面上部のメニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

③“利用者情報選択”が表示されます。
電子証明書の再発行をする利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。

④“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者電子証明書情報”まで画面を下げます。
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⑤“利用者電子証明書情報”が表示されます。
“現在の電子証明書を失効し、再発行する”を選択（クリック）し、画面下部の
「契約法人確認暗証番号」を入力後【変更】ボタンをクリックします。

⑥“利用者情報選択”画面に戻ります。
設定した利用者の電子証明書欄に“○”が付いていることを確認します。

以上で、電子証明書の再発行操作は完了しました。
電子証明書が再発行された利用者は、利用者が使用するパソコンで電子証明書の取得操作
が可能です。
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２．利用者編

（１）利用者電子証明書取得

① 東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
    クリックします。

　または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
　東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

② 【電子証明書（利用者用）の取得はこちら】をクリックします。

③ “利用者電子証明書取得”画面が表示されます。
　　契約法人ＩＤ・利用者ＩＤ・利用者暗証番号を入力後、【取得】ボタンをクリックします。

・契約法人ＩＤ： ｢たすかる君-ＷＥＢの契約

法人ＩＤなどのご通知について」（ハガキ）に

記載されている１０桁の番号

・利用者ＩＤ： 管理者が“利用者情報登録

画面”で登録したＩＤ

・利用者暗証番号： 管理者が“利用者情報

登録画面”で登録した暗証番号

あらかじめ、管理者画面で利用者の電子証明書発行作業が完了していることを

確認してください。

51 初期登録　利用者（電子証明書ログオン）編



④ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【ダウンロード】をクリックします。

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①　（画面右上に表示されます）

・GoogleChromeの場合②　（画面左下に表示されます）

・エクスプローラーから開く場合

④－１ ”RAカスタムプラグイン クライアントツール” 画面が表示されます。
　　　　　【実行】ボタンをクリックします。

④－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【閉じる】ボタンをクリックします。

【ダウンロード】フォルダ内のファイルをダブルクリック

ファイル名をクリック

【ファイルを開く】をクリック
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⑤　終了確認画面が表示されます。

 　　【OK】をクリックします。

⑥   ”たすかる君WEB”画面および”RAカスタムプラグイン クライアントツール”画面が表示
　　　されます。右上【×】ボタンをクリックし、画面を閉じます。

④ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【こちら】をクリックします。

④－１ ”電子証明書取得実行” 画面が
　　　　　表示されます。

　　　　 【実行】ボタンをクリックします。

④－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【ダウンロード】ボタンをクリックします。

《しばらく待ってもRAカスタムプラグイン クライアントツール画面が表示されない場合》

【（２）電子証明書方式によるログオン】 へ

※取得に失敗した場合、

東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

・エクスプローラーから開く場合

【ダウンロード】フォルダ内の

ファイルをダブルクリック

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①

（画面右上に表示されます）
【ファイルを開く】をクリック

・GoogleChromeの場合②

（画面左下に表示されます）

ファイル名をクリック
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④－３  ”証明書のインポートウィザード”画面が表示されます。
　　　　　 初期表示のまま 【次へ】を４回クリックします。

④－４  ”証明書のインポートウィザードの完了”画面が表示されます。
　　【完了】をクリックし、【ＯＫ】をクリックします。

⑤ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。
　　　【閉じる】ボタンをクリック後、【OK】をクリックします。

⑥ 　”たすかる君WEB”画面は、右上【×】ボタンをクリックし、閉じます。
　　※ 取得に失敗した場合、東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

以上で、利用者ログオンは、”ＩＤ・暗証番号方式”から”電子証明書方式”へ変更されました。
利用者は、電子証明書を取得したパソコンからのみ”たすかる君ＷＥＢ”をご利用できます。
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（２）電子証明書方式によるログオン

① 東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
    クリックします。

② 【利用者ログオン　電子証明書方式】をクリックします。

③ ”認証用の証明書の選択” 画面が表示されます。
　　　契約法人ID・利用者IDが表示されている証明書を選択し、【OK】をクリックします。

④ “利用者ログオン（電子証明書方式）”画面が表示されます。
利用者暗証番号を入力し、【ログオン】ボタンをクリックします。

1234567890 USER01
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利用者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）＋利用者ＩＤ”

⇒利用者がログオン時に選択

管理者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）”

⇒管理者がログオン時に選択

・利用者暗証番号：

管理者が“利用者情報登録画面”で登録

した暗証番号
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⑤　“利用者ワンタイムパスワード入力”画面が表示されます。印刷した「利用者ワンタイム
　　　パスワード」から該当の数字を確認し、入力後【次へ】をクリックします。

⑥　”利用者トップページ”画面が表示されます。

以上で、電子証明書方式利用者ログオンが完了しました。

これ以降はご希望のお取引（操作）を行ってください。

・利用者ワンタイムパスワード

管理者が利用者情報登録変更画面で発行・印刷を

した乱数表です。 パソコン画面上の数字とカタカナは、

順不同で表示され、該当の数字を２桁ずつ入力します。

乱数表
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（３）“利用者電子証明書”の更新

① 東邦銀行のホームページから、◎法人のお客さま 【たすかる君-ＷＥＢログオン】を
    クリックします。

　または、【法人のお客さま】 ⇒ 【法人インターネットバンキングサービス
　東邦たすかる君-WEB】をクリックします。

② 【利用者ログオン　電子証明書方式】をクリックします。

③ ”認証用の証明書の選択” 画面が表示されます。
　　　契約法人ID・利用者IDが表示されている証明書を選択し、【OK】をクリックします。

《ご注意ください》 こちらは、利用者の電子証明書を更新する操作です。

利用者の電子証明書を取得したパソコン以外では操作できません。

電子証明書の有効期限は発行日より１年間（３６５日）です。

更新操作は、有効期限３０日前から行うことができます。

※更新時期が近づきましたら、ご登録のＥメールアドレスに更新のご案内をお送りします。

1234567890 USER01
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利用者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）＋利用者ＩＤ”

⇒利用者がログオン時に選択

管理者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）”

⇒管理者がログオン時に選択
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④ “利用者ログオン（電子証明書方式）”画面が表示されます。
利用者暗証番号を入力し、【ログオン】ボタンをクリックします。

⑤　“利用者ワンタイムパスワード入力”画面が表示されます。印刷した「利用者ワンタイム
　　　パスワード」から該当の数字を確認し、入力後【次へ】をクリックします。

⑥　“電子証明書更新のお知らせ”画面が表示されます。【次へ】ボタンをクリックします。

・利用者暗証番号：

管理者が“利用者情報登録画面”で登録 した

暗証番号

・利用者ワンタイムパスワード

管理者が利用者情報登録変更画面で発行・印刷を

した乱数表です。 パソコン画面上の数字とカタカナは、

順不同で表示され、該当の数字を２桁ずつ入力します。

乱数表
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⑦ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【ダウンロード】をクリックします。

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①　（画面右上に表示されます）

・GoogleChromeの場合②　（画面左下に表示されます）

・エクスプローラーから開く場合

⑦－１ ”RAカスタムプラグイン クライアントツール” 画面が表示されます。
　　　　　【実行】ボタンをクリックします。

⑦－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【閉じる】ボタンをクリックします。

【ダウンロード】フォルダ内のファイルをダブルクリック

ファイル名をクリック

【ファイルを開く】をクリック
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⑧　終了確認画面が表示されます。

　　 【OK】をクリックします。

⑨　”たすかる君WEB”画面および”RAカスタムプラグイン クライアントツール”画面が表示
　　　されます。右上【×】ボタンをクリックし、画面を閉じます。

⑦ “電子証明書取得実行”画面が表示されます。【こちら】をクリックします。

⑦－１ ”電子証明書取得実行” 画面が
　　　　　表示されます。

　　　　 【実行】ボタンをクリックします。

⑦－２ ”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。【ダウンロード】ボタンをクリックします。

《しばらく待ってもRAカスタムプラグイン クライアントツール画面が表示されない場合》

※取得に失敗した場合、

東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

更新操作完了
次ページ下部 黄色枠を参照してください

・エクスプローラーから開く場合

【ダウンロード】フォルダ内の

ファイルをダブルクリック

・Edgeの場合／GoogleChromeの場合①

（画面右上に表示されます）
【ファイルを開く】をクリック

・GoogleChromeの場合②

（画面左下に表示されます）

ファイル名をクリック
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⑦－３  ”証明書のインポートウィザード”画面が表示されます。
　　　　 　初期表示のまま 【次へ】を４回クリックします。

⑦－４  ”証明書のインポートウィザードの完了”画面が表示されます。
　　【完了】をクリックし、【ＯＫ】をクリックします。

⑧　”電子証明書取得完了” 画面が表示されます。
　　　【閉じる】ボタンをクリック後、【OK】をクリックします。

⑨ 　”たすかる君WEB”画面は、右上【×】ボタンをクリックし、閉じます。
　　※ 取得に失敗した場合、東邦EBヘルプデスクまでご連絡下さい。

以上で、利用者の”利用者電子証明書”の更新操作は完了です。

なお、有効期限切れとなった”電子証明書”の削除は、以下の項目より内容を参照してください。
「３．”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」
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３．その他

（１）電子証明書の有効期限が経過した場合

　　≪”契約法人電子証明書”（管理者用）の場合≫

　　　① お取引店窓口にて電子証明書の再発行手続きを行ってください。

　　　② 管理者による電子証明書の取得

「１．管理者（契約法人）編」の「（１）”契約法人電子証明書”の取得」の手順で

再度、電子証明書を取得してください。
　　　※有効期限切れの電子証明書の削除

「３．その他　（３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」を参照ください。

　　≪”利用者電子証明書”（利用者用）の場合≫

　　　① 管理者へ再発行手続きを依頼してください。

　　　② 管理者による利用者への再発行

「１．管理者（契約法人）編」の「（６）”利用者電子証明書”の再発行」の手順で

再度、利用者へ’電子証明書を使用する権限を付与’してください。

　　　③ 利用者による電子証明書の取得

「２．利用者編」の「（１）”利用者電子証明書”の取得」の手順で、再度、電子証明書を

取得してください。
　　　※有効期限切れの電子証明書の削除

「３．その他　（３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」を参照ください。

（２）ご利用パソコンを変更する場合

　　≪管理者がお使いのパソコンの場合≫ （電子証明書がインストールされたパソコン）

　　　① お取引店窓口にて電子証明書の再発行手続きを行ってください。

　　　② 管理者が新しいパソコンで電子証明書を取得

「１．管理者（契約法人）編」の「（１）”契約法人電子証明書”の取得」の手順で

再度、電子証明書を取得してください。

　　　③ 古いパソコンの廃棄

第三者による不正利用を防止するため、必ずインストールされた電子証明書の削除を

行ってください。
　　　※古いパソコンの電子証明書の削除

「３．その他　（３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」を参照ください。

　　≪利用者がお使いのパソコンの場合≫ （電子証明書がインストールされたパソコン）

　　　① 管理者へ再発行手続きを依頼してください。

　　　② 管理者による利用者への再発行

「１．管理者（契約法人）編」の「（６）”利用者電子証明書”の再発行」の手順で

再度、利用者へ’電子証明書を使用する権限を付与’してください。

　　　③ 利用者が新しいパソコンで電子証明書の取得

「２．利用者編」の「（１）”利用者電子証明書”の取得」の手順で、再度、電子証明書を

取得してください。

　　　④ 古いパソコンの廃棄

第三者による不正利用を防止するため、必ずインストールされた電子証明書の削除を

行ってください。
　　　※古いパソコンの電子証明書の削除

「３．その他　（３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除」を参照ください。
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（３）”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”の削除

①　【MicrosoftEdge】　を起動し、右上の【・・・】（設定など）アイコンをクリックし、
　　 【設定】クリックします。

②　画面左側の設定項目の中から、【プライバシー、検索、サービス】をクリックし、
　　 右側の画面を下げて、セキュリティの【証明書の管理】をクリックします。

【ご注意ください】 この作業は、削除対象の電子証明書を取得したパソコンから操作をします

”有効期限切れ電子証明書”または”失効済み電子証明書”のみ削除し、現在利用中の
”有効な電子証明書”は絶対に削除しないでください。

〇誤って削除した場合は、以下の手続きが必要となります

・管理者の”契約法人電子証明書” を削除した場合
再度、お取引店窓口で”再発行” の手続きを行ってください。

・利用者の”利用者電子証明書” を削除した場合
再度、管理者による”利用者電子証明書の再発行” を行ってください。

画面を下げる

中 略
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③　“証明書”画面が表示されます。
　　 削除したい証明書を選択し、【削除】ボタンをクリックします。

④　削除確認画面が表示されます。【はい】をクリックすると”証明書”画面が表示されます。
 　　不要な証明書が削除されたことを確認し、【閉じる】をクリックします。

⑤　【MicrosoftEdge】の画面が表示されます。右上の【×】ボタンをクリックし、画面を閉じます。

以上で、“有効期限切れ電子証明書”または、“失効済み電子証明書”の削除は完了しました。

1234567890

1234567890 USER01

〇更新作業後の削除の場合

発行先名が同一の更新前・更新後 ２つの証明書が

表示されます。選び間違いにご注意ください。

なお、最新の証明書は、取得日から一年後の日付の

ものとなります。

利用者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）＋利用者ＩＤ”

管理者電子証明書

”契約法人ＩＤ（１０桁）”
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第３章

ハードトークン



１．利用登録

①該当の【管理者ログオン】ボタンから、管理者ログオン操作を行います。

　　

ａ）ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合
　 【管理者ログオン】 ⇒ 【ＩＤ・暗証番号方式　管理者ログオン】
　　⇒“契約法人ログオン”画面で「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力後【ログオン】をクリック
　　⇒“契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

ｂ）電子証明書方式をご利用の場合
　　【管理者ログオン】　⇒　【電子証明書方式　管理者ログオン】　　　
　　⇒　”証明書の選択”画面で該当の「契約法人電子証明書」を選択（クリック）し【ＯＫ】をクリック
　　⇒　”契約法人ログオン”画面で「契約法人暗証番号」を入力し【ログオン】をクリック
　　⇒　”契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

　　”管理者トップページ”画面が表示されます。
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②画面上部のメニューから 【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

③“利用者情報選択”画面が表示されます。
“ハードトークンの設定”まで画面の表示を下げ、【登録】ボタンをクリックします。

④“ハードトークン登録”画面が表示されます。
　ａ）．ハードトークンの裏面に記載されているシリアル番号を入力します。
　ｂ）．ハードトークンの表面（液晶画面）に表示されている番号を入力します。
　ｃ）．メモを登録することができます。（入力は任意です）
入力完了後、【次へ】ボタンをクリックします。

a

b

c
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⑤“ハードトークン登録確認”画面が表示されます。
｢契約法人確認暗証番号｣を入力後、【登録】ボタンをクリックします。

⑥“ハードトークン登録完了”画面が表示されます。
Ａ．使用する利用者IDを紐付けする場合…【続けて利用者登録へ】ボタンをクリック
Ｂ．別なハードトークンを登録する場合…【続けてトークン登録へ】ボタンをクリック
　　（項目②・③の操作を繰り返し行います）

Ａの場合Ｂの場合
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⑦“ハードトークン利用者登録確認（トークン選択）”画面が表示されます。
登録したトークンを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑧“ハードトークン利用者登録（利用者選択）”画面が表示されます。
選択したハードトークンを使う利用者を選択（チェック）し、【次へ】ボタンをクリックします。
※複数の利用者全員が同じトークンを利用する場合は【全選択】ボタンをクリックする
　　ことで一度に全員を選択できます。
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⑨“ハードトークン利用者登録確認”画面が表示されます。
登録内容を確認後、「契約法人確認暗証番号」を入力し【登録】ボタンをクリックします。

⑩“ハードトークン利用者登録完了”画面が表示されます。
【利用者情報選択画面へ】ボタンをクリックします。

67 ハードトークン 利用登録



⑪“利用者情報登録選択”画面に戻ります。

以上で、利用者への”ハードトークン”の設定は完了です。
”ハードトークン” が設定された利用者は、お振込データ送信時に
”ハードトークン”に表示された”ワンタイムパスワード”の入力が必要となります。

68 ハードトークン 利用登録



２．利用者登録

①画面上部のメニューから 【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

②“利用者情報選択”画面が表示されます。
“ハードトークンの設定”まで画面の表示を下げ、【利用者登録】ボタンをクリックします。

《ご注意ください》

既に登録済みのハードトークンに対し、トークンの使用者（利用者ＩＤ）を紐付け
する操作です。
※シリアル番号の登録操作は、６３ページを参照してください。
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③“ハードトークン利用者登録確認（トークン選択）”画面が表示されます。
登録したトークンを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。

④“ハードトークン利用者登録（利用者選択）”画面が表示されます。
選択したハードトークンを使う利用者ＩＤを選択（チェック）し、【次へ】ボタンをクリックします。
※既に別なハードトークンを登録している利用者ＩＤを選択した場合、今回紐付けする
　 ハードトークンに上書き登録されますのでご注意ください。
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⑤“ハードトークン利用者登録確認”画面が表示されます。
登録内容を確認後、「契約法人確認暗証番号」を入力し【登録】ボタンをクリックします。

⑥“ハードトークン利用者登録完了”画面が表示されます。
以上で、利用者登録の操作は終了です。

71 ハードトークン　利用者登録



３．利用者登録解除

①画面上部のメニューから 【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

②“利用者情報選択”画面が表示されます。
“ハードトークンの設定”まで画面の表示を下げ、【利用者登録】ボタンをクリックします。

《ご注意ください》

この操作は、ハードトークンに登録している利用者登録を解除する操作です。
解除をした利用者ＩＤにお振込データ送信権限がある場合、該当の利用者ＩＤでは
お振込ができなくなります。

72 ハードトークン　利用者登録解除



③“ハードトークン利用者登録確認（トークン選択）”画面が表示されます。
登録したトークンを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。

④“ハードトークン利用者登録（利用者選択）”画面が表示されます。
選択したハードトークンを使う利用者ＩＤを選択（チェック）し、【次へ】ボタンをクリックします。
※既に別なハードトークンを登録している利用者ＩＤを選択した場合、今回紐付けするハードトークンに

　 上書き登録されますのでご注意ください。
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⑤“ハードトークン利用者登録確認”画面が表示されます。
登録内容を確認後、「契約法人確認暗証番号」を入力し【登録】ボタンをクリックします。

⑥“ハードトークン利用者登録完了”画面が表示されます。
以上で、利用者登録の操作は終了です。

74 ハードトークン　利用者登録解除



第４章

オンライン取引



１．オンライン業務の流れ

・支払口座・事前登録口座（振替・振込）の追加登録はお申込書を記入・
　ご提出ください。
・都度指定口座登録は、メニューの【都度指定先口座の管理】画面から
　登録してください。

支払／資金移動先(振替先・振込先)口座を登録します。

オンライン業務で使用する口座の登録

残高照会

入出金明細照会

支払口座を照会口座として、残高の照会を行います。

支払口座を照会口座として、入出金明細の照会を行い
ます。（照会範囲＝指定なし・週単位・日付）

《対象口座》
普通・当座・貯蓄・事業者カードローン

資金移動
支払口座から資金移動先口座に、資金移動(振替・振込)を行
います。また、資金移動先の都度指定振込先口座の登録を行
うこともできます。

都度指定口座
登録・削除・修正

都度指定口座の登録及び、登録口座の修正・削
除を行います。

資金移動予約照会・取消
オンライン業務で実施した資金移動取引(振替・
振込）の予約照会並びに予約取消を行います。

また、指定日当日の資金移動結果照会も確認い

ただけます。

取引履歴照会
オンライン業務で実施した資金移動（振替・振
込）取引、資金移動取消取引の履歴の照会を行
います。

どの取引も任意のタイミングで実行が可能です。

事前処理

日常処理
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２．残高照会

①画面上部のメニューから【残高照会 入出金明細照会】 ⇒ 【残高照会】をクリックします。

②“残高照会口座選択”画面が表示されます。
照会したい口座を選択し、【照会】ボタンをクリックします。
（１口座のみ選択することも可能です。）

③“残高照会結果”画面が表示されます。
表示された内容を印刷する場合は【画面印刷】ボタンをクリックします。
※現在の残高・支払可能残高が表示されます。
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３．入出金明細照会

①画面上部のメニューから【残高照会 入出金明細照会】 ⇒ 【入出金明細照会】を
クリックします。

②“入出金明細口座選択”画面が表示されます。
ａ）．照会する口座を選択します。（選択は１口座のみ、複数選択はできません。）
ｂ）．入出金明細照会範囲の指定より、照会範囲を指定します。
　　 ※照会範囲は、指定なし・日付指定・週単位指定より選択できます。

ｃ）．照会明細の種類を選択します。選択後に【照会】ボタンをクリックします。

当月第１～６週の週単位で選択することができます週単位指定

日付指定

指定なし

照会範囲 内容

過去４１日間、最大３００明細が表示されます

過去４１日間の日付を選択することができます

ａ

ｂ

ｃ
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③“入出金明細照会結果”画面が表示されます。
内容を印刷をする場合は、【画面印刷】ボタンをクリックします。
（【ファイル出力】ボタンからＣＳＶファイルを出力することも可能です。）

78 入出金明細照会



４．資金移動

①画面上部のメニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“支払元口座選択”画面が表示されます。
支払元口座（出金口座）を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
　　※連続資金移動の操作方法は８４ページを参照してください。

③“資金移動先口座選択”画面が表示されます。
資金移動先（入金口座）を　「最新取引口座一覧」　または　「登録済みの口座」から選択し、
【次へ】ボタンをクリックします。
　※新たな口座 および 未登録口座 を指定する場合は、次ページ以降の操作を参照してください。

支払元口座は、複数選択

することができません

最新取引口座一覧を表示させたくない

場合は、「非表示」ボタンをクリックします。

79 資金移動



④未登録の資金移動先（入金口座）を選択する場合、以下の該当ボタンをクリックします。
※③で登録済みの口座を指定した場合は、次ページ項目⑥を参照してください。

　　ａ）未登録の東邦銀行口座を指定する場合は【当行口座の選択】ボタンをクリックします。

　　ｂ）未登録の他行口座を指定する場合は【他行口座の検索】ボタンをクリックします。

　　ｃ）ファイル伝送業務（総合振込・給与振込）登録マスタを指定する場合は、
　　　 【口座マスタ検索へ】ボタンをクリックしてください。（口座検索後、項目⑥の画面が表示されます）

⑤【当行口座の選択】または【他行口座の検索】ボタンをクリック後に金融機関名・支店名の
五十音検索を行うと、“資金移動先口座情報入力”画面が表示されます。
預金種目の選択・口座番号を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

ａ
ｂ

ｃ
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⑥“資金移動情報入力”画面が表示されます。
ａ～ｃの内容入力・選択後、【入力完了】ボタンをクリックします。

　　ａ）“支払金額”を入力します。
　　　　　（先方負担の場合、次画面で手数料を差し引いた金額を表示します）

　　ｂ）“資金移動手数料”を【当方負担】または【先方負担】のどちらかを選択します。

　　ｃ）“資金移動指定日”を選択します。（５営業日先まで日付指定可能です）

　　・“依頼人名”は、振込名義を指定することができます。

　　・“ＥＤＩ情報”は、振込先から指定があった場合に入力してください。

　　・“コメント欄”は、振込データのメモ機能としてご利用いただけます。
　　　（送信完了時の明細印刷等にのみ印字されます。お振込先には反映されません。）

ａ

ｂ

ｃ
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⑦“資金移動確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」、「ワンタイムパスワード」（※）を入力後、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。

82 資金移動



⑧“資金移動送信完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、送信結果の用紙が必要な場合は印刷をします。
印刷終了後、【支払元口座選択画面へ】ボタンをクリックします。
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５．連続資金移動

①画面上部のメニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“支払元口座選択”画面が表示されます。
支払元口座（出金口座）を選択し、【連続資金移動】ボタンをクリックします。
（支払元口座は複数選択することができません）

③“資金移動先口座選択”画面が表示されます。
資金移動先（入金口座）を　「最新取引口座一覧」　または　「登録済みの口座」から選択し、
【次へ】ボタンをクリックします。
　※新規口座 および 未登録口座 を指定する場合は、次ページ以降の操作を参照してください。

最新取引口座一覧を表示させたくない

場合は、「非表示」ボタンをクリックします。

項番⑥ へ

項番⑥ へ
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④未登録の資金移動先（入金口座）を選択する場合、以下の該当ボタンをクリックします。
※③で登録済みの口座を指定した場合は、次ページの項番⑥を参照してください。

　　ａ）未登録の東邦銀行口座を指定する場合は【当行口座の選択】ボタンをクリックします。

　　ｂ）未登録の他行口座を指定する場合は【他行口座の検索】ボタンをクリックします。

　　ｃ）ファイル伝送業務（総合振込・給与振込）登録マスタを指定する場合は、
　　　 【口座マスタ検索へ】ボタンをクリックしてください。（口座検索後、項目⑥の画面が表示されます）

⑤【当行口座の選択】または【他行口座の検索】ボタンをクリック後に「金融機関名」「支店名」
の検索操作後、“資金移動先口座情報入力”画面が表示されます。
預金種目の選択・口座番号を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

ａ
ｂ

ｃ
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⑥“資金移動情報入力”画面が表示されます。
ａ～ｃの内容入力・選択後、【追加】ボタンをクリックします。
複数件登録する場合、③～⑥の操作を繰り返し行い、【入力完了】ボタンをクリックします。
※最大１０件まで追加可能です。

　　ａ）“支払金額”を入力します。
　　　　　（先方負担の場合、次画面で手数料を差し引いた金額を表示します）

　　ｂ）“資金移動手数料”を【当方負担】または【先方負担】のどちらかを選択します。

　　ｃ）“資金移動指定日”を選択します。（５営業日先まで日付指定可能です）

　　・“依頼人名”は、振込名義を指定することができます。

　　・“ＥＤＩ情報”は、振込先から指定があった場合に入力してください。

　　・“コメント欄”は、振込データのメモ機能としてご利用いただけます。
　　　（送信完了時の明細印刷等にのみ印字されます。お振込先には反映されません。）

※【追加】ボタンをクリックした後でデータを追加する必要が無くなった場合、
　 “資金移動先口座”選択画面の【入力完了】ボタンをクリックします。

ａ
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ｃ
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⑦“連続資金移動確認”画面が表示されます。

　　「資金移動先口座」および「合計」等、資金移動内容を確認します。

1111111

ａ）内容に問題がない → 次ページ（８８ページ） を参照

ｂ）資金移動先を”追加”したい → 連続資金移動－別紙１ を参照

ｃ）資金移動先を”削除”したい → 連続資金移動－別紙２ を参照

ｄ）資金移動先を”修正”したい → 連続資金移動－別紙３ を参照
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ａ）内容に問題がない場合、続けて資金移動の操作となります。

　①「利用者確認暗証番号」・「ワンタイムパスワード」を入力し、【送信】ボタンをクリックします。

　

　②確認画面が表示されますので、【ＯＫ】ボタンをクリックします。

　③“連続資金移動完了”画面が表示されます。
　　 印刷画面が表示されますので、送信結果の用紙が必要な場合は【印刷】ボタンをクリック
　　 します。印刷しない場合は、【キャンセル】ボタンをクリックします。

※この画面で入力するワンタイムパスワードは、

ハードトークンの番号です。
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　④“連続資金移動完了”画面に戻ります。
　　 印刷終了後、【支払元口座選択画面へ】ボタンをクリックします。
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ｂ）資金移動先を”追加”したい場合の操作方法

　①“連続資金移動確認”の画面で、【追加】ボタンをクリックします。

　②“資金移動先口座選択”の画面から追加したい口座を選択します。
　（※詳しい操作については、連続資金移動 ８４ページ～８５ページ　を参照）
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連続資金移動－別紙１ 連続資金移動



　③“資金移動情報入力”の画面が表示されますので、必要項目を入力します。
　（※詳しい操作については、連続資金移動 ８６ページ　を参照）

　④“連続資金移動確認”の画面が表示されますので、追加されていることを確認します。
　　 内容に間違いがなければ、資金移動の操作を続けてください。
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連続資金移動－別紙１ 連続資金移動



ｃ）資金移動先を”削除”したい場合の操作方法

　①“連続資金移動確認”の画面で、削除したい資金移動先口座を選択し、【削除】ボタンを
　　 クリックします。

　②チェックを付けた資金移動先口座が削除された状態で、“連続資金移動確認”画面が
　　 再表示されます。再度内容を確認後、資金移動の操作を行ってください。

1111111

連続資金移動－別紙２ 連続資金移動



ｄ）資金移動先を”修正”したい場合の操作方法

　①“連続資金移動確認”の画面で、【資金移動情報を修正】ボタンをクリックします。

　②確認画面が表示されますので、【ＯＫ】ボタンをクリックします。

　③”資金移動情報入力”画面で内容を修正し、【入力完了】ボタンをクリックします。
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連続資金移動－別紙３ 連続資金移動



　④”連続資金移動確認”画面で内容が修正できていることを確認します。
　　 内容に間違いがなければ、資金移動の操作を続けてください。
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連続資金移動－別紙３ 連続資金移動



６．都度口座登録・修正・削除（都度指定先の管理）

（１）登録

①画面上部のメニューから【資金移動】 ⇒ 【都度指定先口座の管理】をクリックします。

②“都度指定先口座情報一覧”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

③“都度指定先口座作成”画面が表示されます。
金融機関名・支店名を検索ボタンから検索し、科目・口座番号・口座名義人をそれぞれ
指定・入力します。
（口座番号は半角数字、口座名義人は半角カタカナで入力してください。）
全て入力後、【次へ】ボタンをクリックします。

90 都度指定先口座の管理



（２）修正

①“都度指定先口座情報一覧”画面から、該当口座の【修正】ボタンをクリックします。

②“都度指定先口座情報修正”画面が表示されます。
該当の情報部分を修正し、【次へ】ボタンをクリックします。
※口座名義人のみ修正する場合、次画面に上書き登録確認が表示されます。

91 都度指定先口座の管理



（３）削除

①“都度指定先口座情報一覧”画面から、削除する口座を選択し、【削除】ボタンを
クリックします。（複数選択することも可能です。）

②削除確認のメッセージが表示されます。【ＯＫ】をクリックします。

③“都度指定先口座情報削除完了”画面が表示されます。
こちらで削除操作は完了です。

92 都度指定先口座の管理



７．資金移動予約照会・取消

（１）資金移動予約照会・取消

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【予約照会・取消】をクリックします。

②“資金移動予約照会・取消明細範囲指定”画面が表示されます。
予約照会を行う開始日と終了日を選択し、【予約照会】ボタンをクリックします。

③“資金移動予約照会・取消明細選択”画面が表示されます。
　ａ）予約を取消する場合は、対象データを選択し、【取消】をクリック。
　ｂ）各取引の詳細情報を参照する場合は、対象データを選択し、【照会】をクリック。
　ｃ）照会結果全体を一覧表でPDF出力する場合は、【PDF出力】をクリック。
　　※ａ～ｃそれぞれ上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。

ａ ｂ ｃ

93 資金移動予約照会・取消



◆全ページで【取消】ボタンをクリックした場合

　“資金移動予約取消確認”画面が表示されます。
内容を確認後、「利用者確認暗証番号」を入力し、【送信】ボタンをクリックします。

94 資金移動予約照会・取消



　“資金移動予約取消完了”画面が表示されます。
【画面印刷】ボタンをクリックすると、表示内容を印刷することができます。
【資金移動予約明細選択画面へ】ボタンをクリックし、操作は完了です。

95 資金移動予約照会・取消



(２)資金移動結果照会　

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【予約照会・取消】をクリックします。

②“資金移動予約照会・取消明細範囲指定”画面が表示されます。
“取消済みの取引／過去の取引”に表示されている、資金移動日付指定を選択します。
選択後、【結果照会】ボタンをクリックします。

ここでは、既に取消済みのお取引・過去に実施したお取引内容を確認することが
できます。

96 資金移動予約照会・取消



③“資金移動予約照会・取消明細選択”画面が表示されます。
　ａ）各取引の詳細情報を参照する場合は、対象データを選択し、【照会】をクリック。
　ｂ）照会結果全体を一覧表でPDF出力する場合は、【PDF出力】をクリック。

④“資金移動予約照会結果”画面が表示されます。
　ａ）画面に表示されているイメージを印刷する場合は、【画面印刷】をクリック。
　ｂ）表示結果をPDF出力する場合は、【PDF出力】をクリック。
内容確認後は、【戻る】ボタンをクリックして操作は完了です。

ａ

ｂ

ａ ｂ

※ａ・ｂそれぞれ上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。

97 資金移動予約照会・取消



８．取引履歴照会

①画面上部のメニューから【資金移動】 ⇒ 【取引履歴の照会】をクリックします。

②“取引履歴照会範囲選択”画面が表示されます。
照会指定方法・照会範囲を選択し、【照会】ボタンをクリックします。

③“取引履歴照会結果”画面が表示されます。
　ａ）各取引の詳細情報を参照する場合は、対象データを選択し、【照会】をクリック。
　ｂ）画面に表示されているイメージを印刷する場合は、【画面印刷】をクリック。
　ｃ）照会結果全体を一覧表でPDF出力する場合は、【PDF出力】をクリック。

ａ

ｂ

ｃ

※ａ～ｃそれぞれ上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。

98 取引履歴照会



④“取引履歴詳細”画面が表示されます。
　ａ）画面に表示されているイメージを印刷する場合は、【画面印刷】をクリック。
　ｂ）表示結果をPDF出力する場合は、【PDF出力】をクリック。
内容確認後は、【戻る】ボタンをクリックして操作は完了です。

ａ

ｂ
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99 取引履歴照会



９．オンライン取引権限の設定変更　：　管理者が管理者機能から設定を行う

（１）【利用しない】から【利用する】への変更

①該当の【管理者ログオン】ボタンから、管理者ログオン操作を行います。

　　

ａ）ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合
　 【管理者ログオン】 ⇒ 【ＩＤ・暗証番号方式　管理者ログオン】
　　⇒“契約法人ログオン”画面で「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力後【ログオン】をクリック
　　⇒“契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

ｂ）電子証明書方式をご利用の場合
　　【管理者ログオン】　⇒　【電子証明書方式　管理者ログオン】　　　
　　⇒　”証明書の選択”画面で該当の「契約法人電子証明書」を選択（クリック）し【ＯＫ】をクリック
　　⇒　”契約法人ログオン”画面で「契約法人暗証番号」を入力し【ログオン】をクリック
　　⇒　”契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

　　”管理者トップページ”画面が表示されます。

100 オンライン取引権限の設定変更



②画面上部メニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

③“利用者情報選択”選択画面が表示されます。
“オンライン取引権限設定”まで画面を下げ、【変更】ボタンをクリックします。

101 オンライン取引権限の設定変更



④“オンライン取引権限設定確認”画面が表示されます。
“ご注意事項を確認しました”のチェックをつけ、「契約法人確認暗証番号」を入力後、
【変更】ボタンをクリックします。

102 オンライン取引権限の設定変更



⑤“利用者情報選択”画面に戻ります。
オンライン取引権限の変更を行うと、資金移動の設定が利用不可になりますので、
権限設定を行う利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。
※利用者IDの登録が行われていない場合は、【新規登録】ボタンからID等のご登録と
　 利用者ワンタイムパスワードの発行を行ってください。

⑥“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者権限および限度額の設定”まで画面を下げます。

103 オンライン取引権限の設定変更



⑦“利用者権限および限度額の設定”が表示されます。
資金移動（振替・振込）の権限設定をクリック（チェック）します。

⑧画面下部の「契約法人確認暗証番号」を入力後、【変更】ボタンをクリックします。

以上で、オンライン取引権限の設定変更は完了しました。
利用者ログオンからご希望のお取引（操作）を行ってください。
※資金移動は、操作権限のチェックをした項目のみ利用できます。

利用者情報選択画面で該当の権限をご確認ください。

104 オンライン取引権限の設定変更



（２）【利用する】から【利用しない】へ戻す場合

①画面上部メニューから【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

②“利用者情報選択”画面を“オンライン取引権限設定”まで画面を下げ、
【変更】ボタンをクリックします。

　　 【ＯＫ】ボタンをクリックします。

11111 ﾄｳﾎｳ

105 オンライン取引権限の設定変更



③“オンライン取引権限設定確認”画面が表示されます。
「契約法人確認暗証番号」を入力後、【ＯＫ】ボタンをクリックします。

④“利用者情報選択”画面に戻ります。
オンライン取引権限の変更を行うと、資金移動の設定が利用不可になりますので、
権限設定を行う利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。

106 オンライン取引権限の設定変更



⑤“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者権限および限度額の設定”まで画面を下げます。

⑥“利用者権限および限度額の設定”が表示されます。
資金移動（振替・振込）の実行をクリックします。

107 オンライン取引権限の設定変更



⑦画面下部に表示されている「契約法人確認暗証番号」を入力し、【変更】ボタンを
クリックします。

⑧“利用者情報選択”画面に戻ります。
設定を変更した利用者の権限設定が“○”になったことを確認してください。

以上で、オンライン取引権限の設定変更は完了しました。
利用者ログオンからご希望のお取引（操作）を行ってください。

108 オンライン取引権限の設定変更



１０．資金移動　：　取引権限分割編（登録・承認・送信）

（１）登録

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“資金移動データ選択”画面が表示されます。
【資金移動データ登録】ボタンをクリックします。

③“支払元口座選択”画面が表示されます。
支払元口座（出金口座）を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
（支払元口座は複数選択することができません。）

109 資金移動　取引権限分割編



④“資金移動先口座選択”画面が表示されます。
資金移動先（入金口座）を　「最新取引口座一覧」　または　「登録済みの口座」から選択し、
【次へ】ボタンをクリックします。
　※新たな口座 および 未登録口座 を指定する場合は、項目⑤以降の操作を参照してください。

⑤未登録の資金移動先（入金口座）を選択する場合、以下の該当ボタンをクリックします。
※④で登録済みの口座を指定した場合は、次ページ項目⑦を参照してください。
　　ａ）未登録の東邦銀行口座を指定する場合は【当行口座の選択】ボタンをクリックします。
　　ｂ）未登録の他行口座を指定する場合は【他行口座の検索】ボタンをクリックします。
　　ｃ）ファイル伝送業務（総合振込・給与振込）登録マスタを指定する場合は、
　　　 【口座マスタ検索へ】ボタンをクリックしてください。（口座検索後、項目⑦の画面が表示されます）

ａ
ｂ

ｃ

最新取引口座一覧を表示させたくない

場合は、「非表示」ボタンをクリックします。

110 資金移動　取引権限分割編



⑥【当行口座の選択】または【他行口座の検索】ボタンをクリック後に金融機関名・支店名の
五十音検索を行うと、“資金移動先口座情報入力”画面が表示されます。
預金種目の選択・口座番号を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑦“資金移動情報入力”画面が表示されます。
ａ～ｃの内容入力・選択後、【入力完了】ボタンをクリックします。

　　ａ）“支払金額”を入力します。
（先方負担の場合、次画面で手数料を差し引いた金額を表示します）

　　ｂ）“資金移動手数料”を【当方負担】または【先方負担】のどちらかを選択します。

　　ｃ）“資金移動指定日”を選択します。（５営業日先まで日付指定可能です）

※ＥＤＩ情報・コメント欄の入力は任意入力になります。

ａ

ｂ

ｃ

111 資金移動　取引権限分割編



⑧“資金移動データ登録確認”画面が表示されます。
内容を確認後、【登録】ボタンをクリックします。

1111111 2222222

112 資金移動　取引権限分割編



⑨“資金移動データ登録完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷を行います。
印刷完了後、【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。

⑩“資金移動データ選択”画面が表示されます。
データの状態が“承認待”になっていることを確認してください。

1111111 2222222

113 資金移動　取引権限分割編



（２）承認

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“資金移動データ選択”画面が表示されます。
承認するデータを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
※【承認】ボタンは上下どちらをクリックしても同じ操作が可能です。

114 資金移動　取引権限分割編



③“資金移動データ承認確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」を入力し【承認】ボタンをクリックします。

1111111 2222222

115 資金移動　取引権限分割編



④“資金移動データ承認完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷を行います。
印刷完了後、【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。

⑤“資金移動データ選択”画面に戻ります。
承認したデータの状態が“送信待”になっていることを確認します。

1111111 2222222

116 資金移動　取引権限分割編



（３）送信

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“資金移動データ選択”画面が表示されます。
送信するデータを選択し、【送信】ボタンをクリックします。
※【送信】ボタンは上下どちらをクリックしても同じ操作が可能です。
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③“資金移動データ送信確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」・「ワンタイムパスワード」（※）を入力し、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードはハードトークンの番号です。
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118 資金移動　取引権限分割編



④“資金移動データ送信完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷をします。
印刷完了後、【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。
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119 資金移動　取引権限分割編



（４）登録・承認

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“資金移動データ選択”画面が表示されます。
【資金移動データ登録】ボタンをクリックします。

③“支払元口座選択”画面が表示されます。
支払元口座（出金口座）を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
（支払元口座は複数選択することができません。）

120 資金移動　取引権限分割編



④“資金移動先口座選択”画面が表示されます。
資金移動先（入金口座）を　「最新取引口座一覧」　または　「登録済みの口座」から選択し、
【次へ】ボタンをクリックします。
　※新たな口座 および 未登録口座 を指定する場合は、項目⑤以降の操作を参照してください。

⑤未登録の資金移動先（入金口座）を選択する場合、以下の該当ボタンをクリックします。
※④で登録済みの口座を指定した場合は、次ページ項目⑦を参照してください。
　　ａ）未登録の東邦銀行口座を指定する場合は【当行口座の選択】ボタンをクリックします。
　　ｂ）未登録の他行口座を指定する場合は【他行口座の検索】ボタンをクリックします。
　　ｃ）ファイル伝送業務（総合振込・給与振込）登録マスタを指定する場合は、
　　　 【口座マスタ検索へ】ボタンをクリックしてください。（口座検索後、項目⑦の画面が表示されます）

ａ
ｂ

ｃ

最新取引口座一覧を表示させたくない

場合は、「非表示」ボタンをクリックします。

121 資金移動　取引権限分割編



⑥【当行口座の選択】または【他行口座の検索】ボタンをクリック後に金融機関名・支店名の
五十音検索を行うと、“資金移動先口座情報入力”画面が表示されます。
預金種目の選択・口座番号を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑦“資金移動情報入力”画面が表示されます。
ａ～ｃの内容入力・選択後、【入力完了】ボタンをクリックします。

　　ａ）“支払金額”を入力します。
（先方負担の場合、次画面で手数料を差し引いた金額を表示します）

　　ｂ）“資金移動手数料”を【当方負担】または【先方負担】のどちらかを選択します。

　　ｃ）“資金移動指定日”を選択します。（５営業日先まで日付指定可能です）

※ＥＤＩ情報・コメント欄の入力は任意入力になります。

ａ

ｂ

ｃ

122 資金移動　取引権限分割編



⑧“資金移動データ登録確認”画面が表示されます。
内容を確認後、【登録】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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⑨“資金移動データ登録完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷を行います。
印刷完了後、【続けて承認】ボタンをクリックします。
※承認を行わない場合は【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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⑩“資金移動データ承認確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」を入力し【承認】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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⑪“資金移動データ承認完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷を行います。
印刷完了後、【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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（５）承認・送信

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“資金移動データ選択”画面が表示されます。
承認するデータを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
※【承認】ボタンは上下どちらをクリックしても同じ操作が可能です。

127 資金移動　取引権限分割編



③“資金移動データ承認確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」を入力し【承認】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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④“資金移動データ承認完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷を行います。
印刷完了後、【続けて送信】ボタンをクリックします。
※送信を行わない場合は【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。
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⑤“資金移動データ送信確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」・「ワンタイムパスワード」（※）を入力し、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。

1111111 2222222
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⑥“資金移動データ送信完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合印刷を行ってください。
印刷完了後、【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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（６）登録・承認・送信

①画面上部メニューから【資金移動】 ⇒ 【お取引】をクリックします。

②“資金移動データ選択”画面が表示されます。
【資金移動データ登録】ボタンをクリックします。

③“支払元口座選択”画面が表示されます。
支払元口座（出金口座）を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
（支払元口座は複数選択することができません。）
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④“資金移動先口座選択”画面が表示されます。
資金移動先（入金口座）を　「最新取引口座一覧」　または　「登録済みの口座」から選択し、
【次へ】ボタンをクリックします。
　※新たな口座 および 未登録口座 を指定する場合は、項目⑤以降の操作を参照してください。

⑤未登録の資金移動先（入金口座）を選択する場合、以下の該当ボタンをクリックします。
※④で登録済みの口座を指定した場合は、次ページ項目⑦を参照してください。
　　ａ）未登録の東邦銀行口座を指定する場合は【当行口座の選択】ボタンをクリックします。
　　ｂ）未登録の他行口座を指定する場合は【他行口座の検索】ボタンをクリックします。
　　ｃ）ファイル伝送業務（総合振込・給与振込）登録マスタを指定する場合は、
　　　 【口座マスタ検索へ】ボタンをクリックしてください。（口座検索後、項目⑦の画面が表示されます）

ａ
ｂ

ｃ

最新取引口座一覧を表示させたくない

場合は、「非表示」ボタンをクリックします。
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⑥【当行口座の選択】または【他行口座の検索】ボタンをクリック後に金融機関名・支店名の
五十音検索を行うと、“資金移動先口座情報入力”画面が表示されます。
預金種目の選択・口座番号を入力し、【次へ】ボタンをクリックします。

⑦“資金移動情報入力”画面が表示されます。
ａ～ｃの内容入力・選択後、【入力完了】ボタンをクリックします。

　　ａ）“支払金額”を入力します。
（先方負担の場合、次画面で手数料を差し引いた金額を表示します）

　　ｂ）“資金移動手数料”を【当方負担】または【先方負担】のどちらかを選択します。

　　ｃ）“資金移動指定日”を選択します。（５営業日先まで日付指定可能です）

※ＥＤＩ情報・コメント欄の入力は任意入力になります。

ａ

ｂ

ｃ
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⑧“資金移動データ送信確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」・「ワンタイムパスワード」（※）を入力し、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。

1111111 2222222
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⑨“資金移動データ送信完了”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷をします。
印刷完了後、【資金移動データ選択画面へ】ボタンをクリックします。

1111111 2222222
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第５章

ファイル伝送



１．総合振込

振込先を受取人マスタに登録します。
振込先口座は資金移動登録口座と合わせて1,000件（※）まで登録できます。
※金額入力件数は最大500件です。500件を超える場合は、グループ登録による
　 条件抽出操作が必要です。

　

振込指定日及び、抽出した受取人口座に支払金額を入力します。
また、作成した振込データを印刷することもできます。

　

作成した振込データを承認します。
(振込データ内容は十分ご確認ください。)

作成した振込データを送信します。

    　 伝送時限　　 　指定日の1営業日前18:00まで

振込データの内容については、お客様にて十分ご確認後、
送信してください。なお、受付明細等は銀行から発送されませんので、
プリント等でご確認ください。

　　　　＊受取人マスタ登録から承認までの処理は24時まで利用可能です。
　　　　＊一旦送信完了した振込データの取り消し(停止)は、フリーダイヤルまでお問い合わせください。
　　　　　 ただし、送信したデータの修正はできません。

（１）業務の流れ

事前処理

日常処理

総合振込の受取人マスタを登録する

総合振込データの承認

総合振込データの送信

取引終了

総合振込データの登録
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（２）マスタ登録 （振込先の登録）

①画面上部メニューの【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【総合振込】をクリックします。

②“総合振込メニュー”画面が表示されます。
【受取人マスタ作成】ボタンをクリックします。

③“受取人マスタ一覧”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。
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④“受取人マスタ登録”画面が表示されます。
必須項目の情報を入力し、入力完了後に【登録】ボタンをクリックします。
（金融機関コード・支店コードは【検索】ボタンから五十音で検索可能です。）
マスタ登録完了のメッセージが表示されますので、【ＯＫ】ボタンをクリックします。
複数件ある場合は同じように登録し、全て終わりましたら【戻る】ボタンをクリックします。

⑤“受取人マスタ一覧”画面に戻ります。
登録されたことを確認し、画面左下に表示されている【戻る】ボタンをクリックします。
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（３） データ登録 （振込指定日・金額の入力）

①“総合振込メニュー”画面から、【データ登録】ボタンをクリックします。

②“振込データ登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。
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③“振込データ情報入力”画面が表示されます。
振込指定日を指定し、【次へ】ボタンをクリックします。
承認者へのコメント欄は任意です。
また、表示順・検索条件の指定等は、受取人情報の検索条件から行うことができます。

★受取人情報の検索条件★

　【検索条件：基本条件】と【さらに絞り込み】は、以下の４条件となります。状態に合わせて使い分けをします。

（１）全検索 　　　　全マスタ情報を検索対象として検索・抽出します。

（２）コード 　　　　検索条件に入力されたコード１、コード２と同じコードのマスタ情報を検索・抽出します。

（３）検索用カナ名称        検索条件に入力されたカナ名称と前方一致または部分一致する検索用カナ名称を
　　　　もつマスタ情報を検索・抽出します。

（４）検索グループ 　　　　検索条件で選択された検索グループ名称と同一の検索グループのマスタ情報を検索・

　　　　抽出します。複数の検索グループを指定した場合は、「AND条件」による検索となります。

　【検索条件：基本条件】画面 【さらに絞り込み】

　　　　　　　画面

▲注意！

振込指定日欄をクリックするとカレンダーが表示されます。

カレンダーから指定日を

クリックして、選択して

ください。

（土日祝日を除く

銀行営業日に限る）
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④“振込金額入力”画面が表示されます。（表示される受取人情報は、前画面で選択）
振込する受取人ごとに支払金額を入力し、手数料区分で「当方」「先方」のいずれかを選択。
金額入力が途中の場合、【一時保存して戻る】ボタンをクリックします。
入力が終わりましたら、【登録完了】ボタンをクリックします。
（登録件数が多い場合、“次へ”をクリック、または表示件数の指定をしてください。）

ａ

ｂ

ｂ

★受取人情報を削除する場合★

ａ．削除したいデータを選択します。

ｂ．一覧の上部または下部にある「削除」

ボタンをクリックします。

★受取人情報を修正する場合★

「詳細」ボタンをクリックし、

次画面の「変更画面へ」から修正を行います。

【総合振込－別紙】を参照ください。
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⑤“振込データ登録確認”画面が表示されます。
 件数・金額に間違いがないことを確認し、【登録完了】ボタンをクリックします。

　金額入力が途中の場合･････････････【一時保存（作成中）】ボタンをクリック
　登録完了後、承認画面に進む場合････【登録して承認・送信へ】ボタンをクリック

⑥“振込データ登録・選択”画面に戻ります。
状態が「承認待」のデータを選択し、【印刷（ＲＴＦ）】または【印刷（ＰＤＦ）】ボタンを
クリックし、ファイルをダウンロードします。
【ファイルを開く】をクリックし、表示された画面から明細の確認・印刷を行ってください。
※RTF…縦型明細印刷、PDF…横型明細印刷
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⑦印刷・内容確認が終わりましたら、明細画面を閉じてください。
（【名前を付けて保存】からファイルとして明細を保存することも可能です。）

⑧“振込データ登録・選択”画面に戻ります。
データ内容に間違いが無ければ、【戻る】ボタンをクリックします。
（内容を修正する場合、該当データを選択後、【修正】ボタンをクリックして日付・金額等の

　 　修正が可能です。）
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（４） データ承認・送信

①“総合振込メニュー”画面から【データ承認・送信】ボタンをクリックします。

②“承認・送信データ選択”画面が表示されます。
“承認待”データを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
（【承認】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。）
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③“振込データ承認確認”画面が表示されます。
内容を確認し、「利用者確認暗証番号」を入力後、【承認】ボタンをクリックします。

④“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
“送信待”データを選択し、【送信】ボタンをクリックします。
（【送信】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。）
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⑤“振込データ送信確認”画面が表示されます。
内容を確認後、「利用者確認暗証番号」、「ワンタイムパスワード」（※）を入力し、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。

⑥“送信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。
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⑦“データ送信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
（送信完了後、ご登録のEメールアドレスにも受付完了メールを配信いたします。）

⑧“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
今回送信したデータの状態が“送信済”であることを確認します。
これで、総合振込データ送信操作は完了です。
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（５）　振込金額入力画面から受取人情報を修正する方法

①振込金額入力画面の「受取人情報・振込金額」一覧から表示されている情報を変更したい
　 受取人の【詳細】ボタンをクリックします。

②“受取人詳細情報”画面が表示されます。【変更画面へ】ボタンをクリックします。

中略

中略

中略
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③“受取人情報変更”画面が表示されます。
変更したい項目を修正し、入力完了後に【変更】ボタンをクリックします。

★「受取人カナ名称」および「受取人漢字名称」を変更する際の注意点★

・「受取人マスタ一覧」の【種別】によっては変更できない場合があります。

【種別：総振】 ・・・ 変更可能

【種別：オンライン】、【種別：総振 オンライン】 ・・・ 変更不可

中

略
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④“受取人情報変更完了”画面が表示されます。
【マスタに登録して次へ】ボタンをクリックすると、マスタ情報が上書き更新されます。
【マスタに登録せずに次へ】ボタンをクリックすると、操作中の取引上のみ受取人情報が
更新されます。

”振込金額入力”画面へ戻る

★「マスタに登録して次へ」をクリックした際にエラーが表示された場合★

・総合振込で「従業員マスタ（給与・賞与振込）」から受取人情報を呼び出した場合、

エラーメッセージが表示されます。

「従業員マスタから呼び出した受取人情報のため、グループ指定の項目は未設定で登録

されます。」

・総合振込で情報変更ができるのは、「受取人マスタ（総合振込）」のみとなり、

従業員マスタから呼び出したデータについては、総合振込の受取人情報へ追加されます。

・「従業員マスタ（給与・賞与）」を変更する際には、【給与・賞与振込メニュー】の

「従業員マスタ作成」から操作をして下さい。

総合振込－別紙3 総合振込



２．給与・賞与振込の流れ

振込先を従業員マスタに登録します。　
マスタ登録は500件まで登録できます。

振込指定日及び、抽出した従業員口座に振込金額を入力します。
作成した振込データを印刷することもできます。

作成した振込データを承認します。
(振込データ内容は十分ご確認ください。)

作成した振込データを送信します。

伝送時限　一般給与振込：指定日の3営業日前18:00まで
　　　　　 　特殊給与振込：指定日の１営業日前12:00まで

振込データの内容については、お客様で十分ご確認後、
送信してください。なお、受付明細等は銀行から発送されませんので、
プリント等でご確認ください。

   ＊従業員マスタ登録から承認までの処理は24時まで利用可能です。
   ＊一旦送信完了した振込データの取り消し(停止)は、フリーダイヤルまでお問い合わせください。
　　　ただし、送信したデータの修正はできません。

（１）業務の流れ

事前処理

日常処理

給与・賞与振込の従業員マスタを登録する

給与・賞与振込データの承認

給与・賞与振込データの送信

取引終了

給与・賞与振込データの登録
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（２） マスタ登録（振込先の登録）

①画面上部のメニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【給与・賞与振込】を
クリックします。

②“給与・賞与振込メニュー”画面が表示されます。
【従業員マスタ作成】ボタンをクリックします。

③“従業員マスタ一覧”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

150 給与・賞与振込



④“従業員マスタ登録”画面が表示されます。
必須項目の情報を入力し、入力完了後に【登録】ボタンをクリックします。
（金融機関コード・支店コードは【検索】ボタンから五十音で検索可能です。）
マスタ登録完了のメッセージが表示されますので、【ＯＫ】ボタンをクリックします。
複数件ある場合は同じように登録し、全て終わりましたら【戻る】ボタンをクリックします。

⑤“従業員マスタ一覧”画面に戻ります。
登録されたことを確認し、画面左下に表示されている【戻る】ボタンをクリックします。

151 給与・賞与振込



（３） データ登録（振込指定日・金額の入力）

①“給与・賞与振込メニュー”画面から、【データ登録】ボタンをクリックします。

②“振込データ登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

152 給与・賞与振込



③“振込データ情報入力”画面が表示されます。
振込指定日 と データの種類で【給与振込】または【賞与振込】 を選択し、【次へ】ボタンを
クリックします。
承認者へのコメント欄は任意です。
また、表示順・検索条件の指定等は、従業員の選択から行うことができます。

　★従業員情報の検索条件★

　　【検索条件：基本条件】と【さらに絞り込み】は、以下の４条件となります。状態に合わせて使い分けをします。

　（１）全検索 　　　　全マスタ情報を検索対象として検索・抽出します。

　（２）コード 　　　　検索条件に入力されたコード１、コード２と同じコードのマスタ情報を検索・抽出します。

　（３）検索用カナ名称       検索条件に入力されたカナ名称と前方一致または部分一致する検索用カナ名称を

　　　　もつマスタ情報を検索・抽出します。

　（４）検索グループ 　　　　検索条件で選択された検索グループ名称と同一の検索グループのマスタ情報を検索・

　　　　抽出します。複数の検索グループを指定した場合は、「AND条件」による検索となります。

　【検索条件：基本条件】画面 【さらに絞り込み】

　　　　　　　画面

▲注意！

振込指定日欄をクリックするとカレンダーが表示されます。

カレンダーから指定日を

クリックして、選択して

ください。

（土日祝日を除く

銀行営業日に限る）

153 給与・賞与振込



④“振込金額入力”画面が表示されます。（表示される従業員情報は、前画面で選択）
該当する従業員の方に金額を入力します。
金額入力が途中の場合、【一時保存して戻る】ボタンをクリックします。
入力が終わりましたら、【登録完了】ボタンをクリックします。
（登録件数が多い場合、“次へ”をクリック、または表示件数の指定をしてください。）

ａ

ｂ

ｂ

★従業員情報を削除する場合★

ａ．削除したいデータを選択します。

ｂ．一覧の上部または下部にある「削除」

ボタンをクリックします。

★従業員情報を修正する場合★

「詳細」ボタンをクリックし、

次画面の「変更画面へ」から修正を行います。

【給与・賞与振込－別紙】を参照ください。

154 給与・賞与振込



⑤“振込データ登録確認”画面が表示されます。
件数・金額に間違いがないかを確認し、【登録完了】をクリックします。

　金額入力が途中の場合・・・・・・・・・・・・・【一時保存（作成中）】ボタンをクリック
　登録完了後、承認画面に進む場合・・・・・【登録して承認・送信へ】ボタンをクリック

⑥“振込データ登録・選択”画面に戻ります。
状態が「承認待」のデータを選択し、【印刷（RTF）】または【印刷（PDF）】ボタンを
クリックし、ファイルをダウンロードします。
【ファイルを開く】をクリックし、表示された画面から明細の確認・印刷を行ってください。
※RTF…縦型明細印刷、PDF…横型明細印刷

155 給与・賞与振込



⑦印刷・内容確認が終わりましたら、明細画面を閉じてください。
（【名前を付けて保存】からファイルとして明細を保存することも可能です。）

⑧“振込データ登録・選択”画面に戻ります。
データ内容に間違いが無ければ、【戻る】ボタンをクリックします。
（内容を修正する場合、該当データを選択後、【修正】ボタンをクリックして日付・金額等の
  修正が可能です。）

156 給与・賞与振込



（４） データ承認・送信

①“給与・賞与振込メニュー”画面から【データ承認・送信】ボタンをクリックします。

②“承認・送信データ選択”画面が表示されます。
“承認待”データを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
（【承認】ボタンは上下どちらをクリックしても同じ操作が可能です。）

157 給与・賞与振込



③“振込データ承認確認”画面が表示されます。
内容を確認し、「利用者確認暗証番号」を入力後、【承認】ボタンをクリックします。

④“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
“送信待”データを選択し、【送信】ボタンをクリックします。
（【送信】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。）

158 給与・賞与振込



⑤“振込データ送信確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」、「ワンタイムパスワード」（※）を入力し、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。

⑥“送信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

159 給与・賞与振込



⑦“データ送信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
（送信完了後、ご登録のＥメールアドレスに受付完了メールを配信いたします。）

⑧“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
今回送信したデータの状態が“送信済”であることを確認します。
これで、給与・賞与振込データ送信操作は完了です。

160 給与・賞与振込



（５）　振込金額入力画面から従業員情報を修正する方法

①振込金額入力画面の「従業員情報・振込金額」一覧から表示されている情報を変更したい
　 従業員の【詳細】ボタンをクリックする。

②“従業員詳細情報”画面が表示されます。【変更画面へ】ボタンをクリックします。

中略

中略

中略

給与・賞与振込－別紙1 給与・賞与振込



③“従業員情報変更”画面が表示されます。
変更したい項目を修正し、入力完了後に【変更】ボタンをクリックします。

④“従業員情報変更完了”画面が表示されます。
【マスタに登録して次へ】ボタンをクリックすると、マスタ情報が上書き更新されます。
【マスタに登録せずに次へ】ボタンをクリックすると、操作中の取引上のみ従業員情報が
更新されます。

”振込金額入力”画面へ戻る

給与・賞与振込－別紙2 給与・賞与振込



３．地方税納入の流れ

振込指定日及び、市町村、納入金額を入力します。
また、作成した納入データを印刷することもできます。

　

作成した納入データを承認します。
(納入データ内容は十分ご確認ください。)

作成した納入データを送信します。

    　 伝送時限　　 　指定日の4営業日前18:00まで

振込データの内容については、お客様にて十分ご確認後、
送信してください。なお、受付明細等は銀行から発送されませんので、
プリント等でご確認ください。

　　　　　　　　＊データ登録から承認までの処理は24時まで利用可能です。
　　　　　　　　＊一旦送信完了したデータの修正は、フリーダイヤルまでお問い合わせください。
　　　 　　　　　　但し、送信したデータの取り消し（停止）はできません。

（１）業務の流れ

日常処理

地方税データの承認

地方税データの送信

取引終了

地方税データの登録

 

 

 

161 地方税納入



（２） データ登録 （指定日・市町村・金額の入力）

①画面上部メニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【地方税納入】を
クリックします。

②“地方税納入メニュー”画面が表示されます。
【データ登録】ボタンをクリックします。

③“納入データ登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

162 地方税納入



④“納入データ情報入力”画面が表示されます。
納入指定日と対象年月の指定をし、【次へ】ボタンをクリックします。
（承認者へのコメント欄は任意です。）

⑤“納入金額入力”画面が表示されます。
【個別入力】ボタンをクリックします。

163 地方税納入



⑥“個別入力”画面が表示されます。
納入する市町村の必須項目および給与税件数・金額等を入力し、【登録】ボタンを
クリックします。（市区町村コードは、【検索】ボタンから五十音で検索ができます。）
複数件ある場合は同じように登録し、全て終わりましたら【金額入力画面へ戻る】ボタンを
クリックします。

⑦“納入金額入力”画面に戻ります。
件数・金額に間違いないことを確認後、【登録完了】ボタンをクリックします。

164 地方税納入



⑧“納入データ登録確認”画面が表示されます。
合計件数・納入指定日等に間違いがないことを確認し、【登録完了】ボタンをクリックします。

　金額入力が途中の場合・・・・・・・・・・・・・【一時保存（作成中）】ボタンをクリック
　登録完了後承認画面に進む場合・・・・・【登録して承認・送信へ】ボタンをクリック

⑨“納入データ登録・選択”画面に戻ります。
状態が“承認待”のデータを選択し、【印刷（RTF）】または【印刷（PDF）】ボタンを
クリックします。画面下部にファイルのダウンロードメッセージが表示されますので、
【開く】をクリックし、表示された画面から明細の確認・印刷を行ってください。
※RTF…縦型明細印刷、PDF…横型明細印刷

165 地方税納入



⑩印刷・内容確認が終わりましたら、明細画面を閉じてください。
（【名前を付けて保存】からファイルとして明細を保存することも可能です。）

⑪“納入データ登録・選択”画面に戻ります。
データ内容に間違いが無ければ、【戻る】ボタンをクリックします。
（内容を修正する場合、該当データを選択後、【修正】ボタンをクリックして日付・金額等の
　修正が可能です。）

状態が送信済のデータを選択し【送信済データ利用】ボタンをクリックすることで、
前回の送信内容を活用したデータ作成を行うこともできます。
※一度、新規登録から送信までの操作を行う必要があります。

166 地方税納入



（３） データ承認・送信

①“地方税納入メニュー”画面から【データ承認・送信】ボタンをクリックします。

②“承認・送信データ選択”画面が表示されます。
“承認待”データを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
（【承認】ボタンは上下どちらのボタンを押しても同じ操作が可能です。）

167 地方税納入



③“納入データ承認確認”画面が表示されます。
内容を確認し、「利用者確認暗証番号」を入力後、【承認】ボタンをクリックします。

④“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
“送信待”データを選択し、【送信】ボタンをクリックします。
（【送信】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。）

168 地方税納入



⑤“納入データ送信確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」を入力し、【送信】ボタンをクリックします。

⑥“送信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

169 地方税納入



⑦“データ送信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
（送信完了後、ご登録のＥメールアドレスに受付完了メールを配信いたします。）

⑧“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
今回送信したデータの状態が“送信済”であることを確認します。
これで、地方税納入データ送信操作は完了です。

170 地方税納入



４．預金口座振替の流れ

振替先口座を支払人マスタに登録します。
マスタ登録は500件まで登録できます。

引落指定日と抽出した支払人口座に引落金額を入力します。
作成した振替データを印刷することもできます。

作成した振替データを承認します。
(引落データ内容は十分ご確認ください。)

作成した振替データを送信します。

伝送時限　　指定日の2営業日前18:00まで
　　F-NET　クイック型：指定日の３営業日前16:30まで

　　　　　　　ワイド型：指定日の８営業日前16:30まで

振替データの内容については、お客様にて十分ご確認後、
送信してください。なお、受付明細等は銀行から発送されませんので、
プリント等でご確認ください。

預金口座振替データの受信／参照を行います。
またエラーデータを抽出し、振替データを再作成することが
できます。(指定日の翌営業日9:00以降照会可能)
　　F-NET　クイック型：指定日の２営業日9:30以降照会可能
　　　　　　　ワイド型：指定日の５営業日9:30以降照会可能

　＊支払人マスタ登録から承認までの処理は24時まで利用可能です。
　＊一旦送信完了した振込データの取り消し(停止)は、フリーダイヤルまでお問い合わせください。
　　　F-NET送信の場合は、F-NET事務局（024-543-1812）までお問い合わせください。
　　 ただし、送信したデータの修正はできません。

（１）業務の流れ

事前処理

日常処理

預金口座振替の支払人マスタを登録する

預金口座振替データの登録

預金口座振替データの承認

預金口座振替データの送信

取引終了

預金口座振替データの受信／参照・印刷

振
替
デ
ー
タ
再
作
成

 

 

 

 

 

171 預金口座振替



（２） マスタ登録（支払元の登録）

①画面上部メニューから、【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【預金口座振替】を
クリックします。

②“預金口座振替メニュー”画面が表示されます。
【支払人マスタ作成】ボタンをクリックします。

③“支払人マスタ一覧”が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

172 預金口座振替



④“支払人マスタ登録”画面が表示されます。
必須項目の情報を入力し、入力完了後に【登録】ボタンをクリックします。
（金融機関コード・支店コードは【検索】ボタンから五十音で検索可能です。）
マスタ登録完了のメッセージが表示されますので、【ＯＫ】ボタンをクリックします。
複数件ある場合は同じように登録し、全て終わりましたら【戻る】ボタンをクリックします。

⑤“支払人マスタ一覧”画面に戻ります。
登録されたことを確認し、画面左下に表示されている【戻る】ボタンをクリックします。

173 預金口座振替



（３） データ登録（引落指定日・金額の入力）

①“預金口座振替メニュー”画面から、【データ登録】ボタンをクリックします。

②“振替データ登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

174 預金口座振替



③“引落データ情報入力”画面が表示されます。
引落指定日の指定し、【次へ】ボタンをクリックします。
承認者へのコメント欄は任意です。
また、表示順・検索条件の指定等は、支払人の選択から行うことができます。

★支払人情報の検索条件★

　【検索条件：基本条件】と【さらに絞り込み】は、以下の４条件となります。状態に合わせて使い分けをします。

（１）全検索 　　　　全マスタ情報を検索対象として検索・抽出します。

（２）コード 　　　　検索条件に入力されたコード１、コード２と同じコードのマスタ情報を検索・抽出します。

（３）検索用カナ名称     　  検索条件に入力されたカナ名称と前方一致または部分一致する検索用カナ名称を
　　　　もつマスタ情報を検索・抽出します。

（４）検索グループ 　　　　検索条件で選択された検索グループ名称と同一の検索グループのマスタ情報を検索・

　　　　抽出します。複数の検索グループを指定した場合は、「AND条件」による検索となります。

　【検索条件：基本条件】画面 【さらに絞り込み】

　　　　　　　画面

▲注意！

引落指定日欄をクリックするとカレンダーが表示されます。

カレンダーから指定日を

クリックして、選択して

ください。

（土日祝日を除く

銀行営業日に限る）
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④“振替金額入力”画面が表示されます。
請求する支払人への引落金額を入力します。
金額入力が途中の場合、【一時保存して戻る】ボタンをクリックします。
入力が終わりましたら、【登録完了】ボタンをクリックします。
（登録件数が多い場合、“次へ”をクリック、または表示件数を指定してください。）

ａ

ｂ

ｂ

★支払人情報を削除する場合★

ａ．削除したいデータを選択します。

ｂ．一覧の上部または下部にある「削除」

ボタンをクリックします。

★支払人情報を修正する場合★

「詳細」ボタンをクリックし、

次画面の「変更画面へ」から修正を行います。

【預金口座振替－別紙】を参照ください。
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⑤“振替データ登録確認”画面が表示されます。
件数・金額に間違いがないことを確認し、【登録完了】ボタンをクリックします。

金額入力が途中の場合・・・・・・・・・・・・【一時保存（作成中）】ボタンをクリック
登録完了後、承認画面に進む場合・・・・【登録して承認・送信へ】ボタンをクリック

⑥“振替データ登録・選択”画面に戻ります。
状態が“承認待”のデータを選択し、【印刷（ＲＴＦ）】または【印刷（ＰＤＦ）】ボタンを
クリックし、ファイルをダウンロードします。
【ファイルを開く】をクリックし、表示された画面から明細の確認・印刷を行ってください。
※ＲＴＦ…縦型明細印刷、ＰＤＦ…横型明細印刷

・
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⑦印刷・内容確認が終わりましたら、明細画面を閉じてください。
（【名前を付けて保存】からファイルとして明細を保存することも可能です。）

⑧“振替データ登録・選択”画面に戻ります。
データ内容に間違いが無ければ、【戻る】ボタンをクリックします。
（内容を修正する場合、該当データを選択後、【修正】ボタンをクリックして日付・金額等の
　修正が可能です。）
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（４） データ承認・送信

①“預金口座振替メニュー”画面から【データ承認・送信】ボタンをクリックします。

②“承認・送信データ選択”画面が表示されます。
“承認待”データを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
（【承認】ボタンは上下どちらをクリックしても同じ操作が可能です。）
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③“振替データ承認確認”画面が表示されます。
内容を確認し、「利用者確認暗証番号」を入力後、【承認】ボタンをクリックします。

④“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
“送信待”データを選択し、【送信】ボタンをクリックします。
（【送信】ボタンは上下どちらをクリックしても同じ操作が可能です。）
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⑤“振替データ送信確認”画面が表示されます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」を入力し【送信】ボタンをクリックします。
※F-NETクイック型・ワイド型を同じ日に送信する場合は、サイクル番号欄の入力が
　 必要です。

⑥“送信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

※平日9：00～18：00以外は予約扱いとなり、翌送信可能時間（平日9：00）に送信となります。
※F-NET代金回収サービスは平日16：30～18：00までご利用いただけません。

F-NETのクイック型・ワイド型を同じ日に送信する場合や

同じ日に複数回送信する場合は入力が必要
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⑦“データ送信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
（送信完了後、ご登録のＥメールアドレスに受付完了メールを配信いたします。）

⑧“承認・送信データ選択”画面に戻ります。
今回送信したデータの状態が“送信済”であることを確認します。
これで、今回の引落データ送信操作は完了です。
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（５） 口座振替結果データ受信

①“預金口座振替”メニュー画面から【データ受信】ボタンをクリックします。

②“契約情報選択”画面が表示されます。
口座を選択し、【受信】ボタンをクリックします。
※【再受信】ボタンは、受信当日のみ操作可能となります。

引落結果は、画面での確認や結果データをダウンロードすることができます。
ご契約サービスによって受信可能日は異なりますのでご注意ください。
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③“データ受信確認”画面が表示されます。
「利用者確認暗証番号」を入力し、【実行】ボタンをクリックします。
※再受信の場合は、サイクル番号欄にサイクル番号を入力する必要があります。

④“受信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。
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⑤“データ受信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
※こちらの印刷は、引落結果ではありません。引落結果は預金口座振替メニューの
　 【受信データ参照・印刷】から印刷することができます。

⑥“契約情報選択”画面に戻ります。
【戻る】ボタンをクリックします。
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（６） 口座振替結果受信データ参照・印刷

①“預金口座振替メニュー”画面から【受信データ参照・印刷】ボタンをクリックします。

②“受信データ選択”画面が表示されます。
該当データを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
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③“口座データ選択”画面が表示されます。
結果詳細を確認する場合は、該当データの【詳細】ボタンをクリックします。
また、印刷する場合は【一覧印刷（RTF）】または【一覧印刷（PDF）】ボタンをクリックします。
（RTF…縦型印刷、PDF…横型印刷）

※【外部ファイル出力】ボタンをクリックすると、下記の“外部ファイル出力”画面が
　 表示されます。必要なファイル種別・データ形式を選択し、【ダウンロード】ボタンを
　 クリックすることでデータとして保存することが可能です。

全銀ファイルのデータ形式は

５種類あります。

必要なデータ形式を選択

してください。

187 預金口座振替



※【詳細】ボタンをクリックすると“口座振替結果”画面が表示されます。
こちらの画面からも【印刷（ＲＴＦ）】または【印刷（ＰＤＦ）】ボタンから印刷が可能です。
また、「振替不能口座のみを表示する。」へチェックをつけることで、不能結果のみを
表示させることも可能です。

【振替不能データの再登録】ボタンをクリックすることで、振替不能になった口座・金額を
抽出し再度データを作成できます。（F-NETは利用できません）
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（７）　振替金額入力画面から支払人情報を修正する方法

①振替金額入力画面の「支払人情報・引落金額」一覧から表示されている情報を変更したい
　 支払人の【詳細】ボタンをクリックする。

②“支払人詳細情報”画面が表示されます。【変更画面へ】ボタンをクリックします。

中略

中略

中略

預金口座振替－別紙1 預金口座振替



③“支払人情報変更”画面が表示されます。
変更したい項目を修正し、入力完了後に【変更】ボタンをクリックします。

④“支払人情報変更完了”画面が表示されます。
【マスタに登録して次へ】ボタンをクリックすると、マスタ情報が上書き更新されます。
【マスタに登録せずに次へ】ボタンをクリックすると、操作中の取引上のみ支払人情報が
更新されます。

”振込金額入力”画面へ戻る

預金口座振替－別紙2 預金口座振替



５．入出金明細

契約情報を選択し、データを受信します。

受信結果を確認します。

　

受信したデータを一覧印刷またはファイル出力ができます。
ファイル出力の場合、全銀ファイル・ＣＳＶファイル・ＸＭＬファイルから選択し、
出力可能です。

＊一旦受信完了した照会データの再受信は当日のみ行えます。

　 翌日になると再受信できませんのでご注意ください。
　（ただし、一度受信したデータは画面に保存になり参照可能です。）

（１）業務の流れ

日常処理 データの受信

データ参照・印刷

受信結果確認
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（２） データ受信

①画面上部のメニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【入出金明細】を
クリックします。

②“入出金明細メニュー”画面が表示されます。
【データ受信】ボタンをクリックします。

③“契約情報選択”画面が表示されます。
契約情報を選択し、【受信】ボタンをクリックします。
※【再受信】ボタンは、受信当日のみ操作可能となります。
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④“データ受信確認”画面が表示されます。
受信するファイル形式を選択後、「利用者確認暗証番号」を入力し、【実行】ボタンを
クリックします。
※再受信の場合は、サイクル番号欄にサイクル番号を入力する必要があります。

⑤“受信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。
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⑥“データ受信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
※こちらの印刷は、明細詳細ではありません。詳細は入出金明細メニューの
　 【データ参照・印刷】ボタンから印刷することができます。

⑦“契約情報選択”画面に戻ります。
【戻る】ボタンをクリックします。
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（３） データ参照・印刷

①“入出金明細メニュー”画面から【データ参照・印刷】ボタンをクリックします。

②“受信データ選択”画面が表示されます。
該当データを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
※ＸＭＬファイルを受信した場合のみ、状態が“受付済”から“受信済”に変わるまで５分程度かかります。

③“口座データ選択”画面が表示されます。
詳細を確認する場合は、該当データの【詳細】ボタンをクリックします。
また、印刷する場合は【一覧印刷（RTF）】または【一覧印刷（PDF）】ボタンをクリックします。
（RTF…縦型印刷、PDF…横型印刷）
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※【詳細】ボタンをクリックすると“取引明細詳細”画面が表示されます。
こちらの画面からも【印刷（ＲＴＦ）】または【印刷（ＰＤＦ）】ボタンから印刷が可能です。

※【外部ファイル出力】ボタンをクリックすると、下記の“外部ファイル出力”画面が表示
　 されます。必要なファイル種別・データ形式を選択し、【ダウンロード】ボタンをクリック
　 することでデータとして保存することが可能です。

全銀ファイルのデータ形式は５種類あります。

必要なデータ形式を選択してください。
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６．振込入金明細

（１）業務の流れ

契約情報を選択し、データを受信します。

受信結果を確認します。

　

受信したデータを一覧印刷またはファイル出力ができます。
ファイル出力の場合、全銀ファイル・ＣＳＶファイル・ＸＭＬファイルから選択し、
出力可能です。

＊一旦受信完了した照会データの再受信は当日のみ行えます。
　翌日になると再受信できませんのでご注意ください。
　（ただし、一度受信したデータは画面に保存になり参照可能です。）

日常処理
データの受信

データ参照・印刷

受信結果確認
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（２） データ受信

①画面上部メニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【振込入金明細】を
クリックします。

②“振込入金明細メニュー”画面が表示されます。
【データ受信】ボタンをクリックします。

③“契約情報選択”画面が表示されます。
契約情報を選択し、【受信】ボタンをクリックします。
※【再受信】ボタンは、受信当日のみ操作可能となります。
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④“データ受信確認”画面が表示されます。
受信するファイル形式を選択後、「利用者確認暗証番号」を入力し、【実行】ボタンを
クリックします。
※再受信の場合は、サイクル番号欄にサイクル番号を入力する必要があります。

⑤“受信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。
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⑥“データ受信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、印刷後に【確認】ボタンをクリックします。
※こちらの印刷は、明細詳細ではありません。詳細は振込入金明細メニューの
　 【データ参照・印刷】ボタンから印刷することができます。

⑦“契約情報選択”画面に戻ります。
【戻る】ボタンをクリックします。
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（３） データ参照・印刷

①“振込入金明細メニュー”画面から【データ参照・印刷】ボタンをクリックします。

②“受信データ選択”画面が表示されます。
該当データを選択し、【次へ】ボタンをクリックします。
※ＸＭＬファイルを受信した場合のみ、状態が“受付済”から“受信済”に変わるまで５分程度かかります。

③“口座データ選択”画面が表示されます。
詳細を確認する場合は、該当データの【詳細】ボタンをクリックします。
また、印刷する場合は【一覧印刷（RTF）】または【一覧印刷（PDF）】ボタンをクリックします。
（RTF…縦型印刷、PDF…横型印刷）
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※【詳細】ボタンをクリックすると“取引明細詳細”画面が表示されます。
こちらの画面からも【印刷（ＲＴＦ）】または【印刷（ＰＤＦ）】ボタンから印刷が可能です。

※【外部ファイル出力】ボタンをクリックすると、下記の“外部ファイル出力”画面が
表示されます。必要なファイル種別・データ形式を選択し、【ダウンロード】ボタンを
クリックすることでデータとして保存することが可能です。

全銀ファイルのデータ形式は５種類あります。

必要なデータ形式を選択してください。
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７．外部ファイル送受信

（１） 外部ファイル送信

　Ａ．業務の流れ

送信テーブル選択画面で事前に業務名を登録します。
送信テーブルは５０件まで登録できます。

登録したテーブルを選択し、送信ファイルを指定してアップロードします。
完了になると、合計件数・金額が表示されます。

　

作成した振込データを送信します。
(振込データ内容は十分ご確認ください。)

送信結果を印刷し、確認で終了します。

振込データの内容については、お客様にて十分ご確認後、
送信してください。なお、受付明細等は銀行から発送されませんので、
プリント等でご確認ください。

全銀EDIシステム（ZEDI（ゼディ））をご利用になる場合
　法人インターネットバンキングサービス「たすかる君-WEB」では、
　送金時の振込データ（XMLファイル）を作成いただけません。
　別途「S-ZEDI（※）」等の専用システムで作成いただきます。

　　 総合振込データを作成するツールです。
→「S-ZEDI」の専用サイト（URL https://www.simple.zedi.jp）
→「S-ZEDI」の利用ガイド（URL https://www.zengin-net.jp.zedi/）

　　　　＊一旦送信完了した振込データの取り消し(停止)は、フリーダイヤルまでお問い合わせください。
　　　　　 F-NET送信の場合は、F-NET事務局（024-543-1812）までお問い合わせください。
　　　　　ただし、送信したデータの修正はできません。

　※一般社団法人　全国銀行資金決済ネットワークが無料で提供する、EDI情報を付加した

事前処理

日常処理

送信テーブルを作成する

データの送信

送信結果の印刷 取引終了

データのアップロード
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Ｂ．送信テーブル作成

①画面上部メニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】⇒【外部ファイル送受信】を
クリックします。

②“外部ファイル送受信メニュー”画面が表示されます。
【外部ファイル送信】ボタンをクリックします。

③“送信テーブル登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

202 外部ファイル送受信　送信



④“送信テーブル登録”画面が表示されます。
以下の必須項目の指定をし、【登録】ボタンをクリックします。

　ａ）．金融機関接続情報の枝番コードを選択します。
　　　（通常「０１」になります。複数契約がある場合のみ、選択してください。）
　ｂ）．業務名称を選択します。（総合振込・給与振込・賞与振込・地方税納入・口座振替）
　c）．ファイル形式を選択します。（全銀フォーマット・ＸＭＬフォーマット）
　※レコード長・ファイル名は自動的に入ります。（注釈（コメント）欄は任意です。）

⑤“送信テーブル登録・選択”画面に戻ります。

a

b

c
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Ｃ．データ送信

①“送信テーブル登録・選択”画面から、作成したテーブルを選択し、
【アップロード】ボタンをクリックします。
※【アップロード】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。

②“アップロード開始”画面が表示されます。
ファイルパス名の【参照】ボタンをクリックし、送信するファイルを指定します。
ファイルパス名が表示されたことを確認し、【実行】ボタンをクリックします。
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③“外部ファイル送信確認”画面が表示されます。
必要であれば、内容（明細）を【印刷条件指定】ボタンから印刷することができます。
内容確認後、「利用者確認暗証番号」・「ワンタイムパスワード」（※）を入力し、
【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。
　 地方税納入・口座振替の送信には表示されません。
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④“送信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

⑤“外部ファイル送信結果”画面が表示されます。
印刷画面が表示されますので、必要な場合は印刷を行います。
【確認】ボタンをクリックします。以上でデータ送信完了です。

206 外部ファイル送受信　送信



（２） 外部ファイル受信

Ａ．業務の流れ

受信テーブル選択画面で事前に業務名称・データ形式を登録します。
受信テーブルは５０件まで登録できます。

事前に登録したテーブルを選択し、受信します。

受信結果をファイルに出力し、必要であれば印刷します。
確認で終了します。

＊一旦受信完了した照会データの再受信は当日のみ行えます。

　 翌日になると再受信できませんのでご注意ください。
　（ただし、Ｆ-ＮＥＴの再受信ついてはＦ-ＮＥＴ事務局までお問い合わせください。）

事前処理

日常処理

受信テーブルを作成する

受信結果のファイル保存・印刷 取引終了

データの受信
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Ｂ．受信テーブル作成

①画面上部メニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【外部ファイル送受信】を
クリックします。

②“外部ファイル送受信メニュー”画面が表示されます。
【外部ファイル受信】ボタンをクリックします。

③“受信テーブル登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

208 外部ファイル受信



④“受信テーブル登録”画面が表示されます。
必須項目の指定をします。

　　ａ）．金融機関接続情報の枝番コードを選択します。
　　　　 （通常「０１」になります。複数契約がある場合のみ、選択してください。）
　　ｂ）．業務名称を選択します。（口座振替・入出金明細・振込入金）
　　ｃ）．データ形式を選択します。（CR・LF付加せず、CR付加、CR・LF付加、EOF付加、
　　　　 LF付加）
　　※レコード長・ファイル名は自動的に入ります。（受信ファイル名・注釈（コメント）は
　　　 任意です。）
指定が終わりましたら、【登録】ボタンをクリックします。

ｃ）．全銀ファイルのデータ形式は５種類あります。
必要なデータ形式を選択してください。

ａ

ｂ

ｃ
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Ｃ．データ受信

①“受信テーブル登録・選択”画面から、作成した受信テーブルを選択し、【次へ】ボタンを
クリックします。

②“外部ファイル受信確認”画面が表示されます。
ファイル形式を選択後、「利用者確認暗証番号」を入力し【受信】ボタンをクリックします。
（再受信の場合は、サイクル番号欄にサイクル番号を入力する必要があります。）
※振込入金明細・入出金明細データを受信する場合は、ファイル形式を選択してください。
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③“受信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

④“外部ファイル受信結果”画面と“Ｗｅｂページからのメッセージ”が表示されます。
“Ｗｅｂページからのメッセージ”の【ＯＫ】ボタンをクリックします。
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⑤【ファイル保存】ボタンをクリックし、全銀フォーマット形式でファイルを出力してください。
（【印刷条件指定】ボタンから内容を印刷することもできます。）
すべて終わりましたら、【確認】ボタンをクリックします。

※ファイル保存をクリックした場合、下部にメッセージが表示されます。
　 【保存】、もしくは保存先を指定する場合は　▼ボタンをクリックして
　 【名前をつけて保存】を選択し、ファイルを保存してください。

⑥“受信テーブル登録・選択”画面に戻ります。
以上で外部ファイル受信の操作は終了です。
※データの再受信は受信日当日のみとなります。別システム等に受信したデータを
　 取り込みされる場合、受信形式に間違いがないか速やかにご確認ください。

口座振替
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８．外部ファイル送信権限の設定変更　：　管理者が管理者機能から設定を行う

（１）【利用しない】から【利用する】への変更

①該当の【管理者ログオン】ボタンから、管理者ログオン操作を行います。

　　

ａ）ＩＤ・暗証番号方式をご利用の場合
　 【管理者ログオン】 ⇒ 【ＩＤ・暗証番号方式　管理者ログオン】
　　⇒“契約法人ログオン”画面で「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番号」を入力後【ログオン】をクリック
　　⇒“契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

ｂ）電子証明書方式をご利用の場合
　　【管理者ログオン】　⇒　【電子証明書方式　管理者ログオン】　　　
　　⇒　”証明書の選択”画面で該当の「契約法人電子証明書」を選択（クリック）し【ＯＫ】をクリック
　　⇒　”契約法人ログオン”画面で「契約法人暗証番号」を入力し【ログオン】をクリック
　　⇒　”契約法人ワンタイムパスワード”画面で「契約法人ワンタイムパスワード」を入力後【次へ】をクリック

　　　　”管理者トップページ”画面が表示されます。

《ご注意ください》

ここでは、利用者の外部ファイル送信権限設定を変更します。
設定を変更した場合、現在の設定を利用不可にしますので、利用者情報変更から
権限の再設定をする必要があります。
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②画面上部のメニューから 【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

③“利用者情報選択”画面が表示されます。
“外部ファイル送信権限設定”まで画面の表示を下げ、【変更】ボタンをクリックします。

④“外部ファイル送信権限設定確認”画面が表示されます。
“ご注意事項を確認しました”欄にチェックをし、「契約法人確認暗証番号」を入力後
【変更】ボタンをクリックします。
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⑤“利用者情報選択”画面に戻ります。
外部ファイル送信権限設定を変更しますと、外部ファイル送信の権限が利用不可に
なります。権限設定をする利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。

⑥“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者権限および限度額の設定”のファイル伝送まで画面を下げてください。
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⑦“ファイル伝送”内にある外部データファイル送信の利用したい権限をクリック（チェック）し、
「契約法人確認暗証番号」入力後、【変更】ボタンをクリックします。

⑧“利用者情報選択”画面に戻ります。
外部ファイルデータ送信権限が“○”になったことを確認してください。

以上で、外部ファイル送信権限の設定変更は完了しました。

利用者ログオンからご希望のお取引（操作）を行ってください。

※外部ファイル送信は、操作権限のチェックをした項目のみ利用できます。

利用者情報選択画面で該当の権限をご確認ください。
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（２）【利用する】から【利用しない】へ戻す場合

①画面上部のメニューから 【利用者・業務情報登録／変更】 ⇒ 【利用者情報登録／変更】を
クリックします。

②“利用者情報選択”画面が表示されます。
“外部ファイル送信権限設定”まで画面の表示を下げ、【変更】ボタンをクリックします。

③“外部ファイル送信権限設定確認”画面が表示されます。
「契約法人確認暗証番号」を入力し、【ＯＫ】ボタンをクリックします。
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④“利用者情報選択”画面に戻ります。
外部ファイル送信権限設定を変更しますと、外部ファイル送信の権限が利用不可に
なります。権限設定をする利用者を選択し、【変更】ボタンをクリックします。

⑤“利用者情報変更”画面が表示されます。
“利用者権限および限度額の設定”のファイル伝送まで画面を下げてください。
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⑥“ファイル伝送”内にある外部データファイル送信の実行をクリック（チェック）し、
「契約法人確認暗証番号」入力後、【変更】ボタンをクリックします。

⑦“利用者情報選択”画面に戻ります。
外部ファイルデータ送信権限が“○”になったことを確認してください。

以上で、外部ファイル送信権限設定変更は完了しました。

利用者ログオンからご希望のお取引（操作）を行ってください。
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９．外部ファイル送信　：　権限分割編（登録・承認・送信）

（１）登録

①画面上部メニューから【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【外部ファイル送受信】を
クリックします。

②“外部ファイル送受信メニュー”画面が表示されます。
【外部ファイル送信登録】ボタンをクリックします。

③“送信テーブル登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。
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④“送信テーブル登録”画面が表示されます。
以下の必須項目の指定をし、【登録】ボタンをクリックします。

　ａ）．金融機関接続情報の枝番コードを選択します。
　　　（通常「０１」になります。複数契約がある場合のみ、選択してください。）
　ｂ）．業務名称を選択します。（総合振込・給与振込・賞与振込・地方税納入・口座振替）
　c）．ファイル形式を選択します。（全銀フォーマット・ＸＭＬフォーマット）
　※レコード長・ファイル名は自動的に入ります。（注釈（コメント）欄は任意です。）

⑤“送信テーブル登録・選択”画面に戻ります。
作成したテーブルを選択し、【アップロード】ボタンをクリックします。
※【アップロード】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。

a

b

c
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⑥“アップロード開始”画面が表示されます。
ファイルパス名の【参照】ボタンをクリックし、送信するファイルを指定します。
ファイルパス名が表示されたことを確認し、【実行】ボタンをクリックします。

⑦“アップロード中”の画面になります。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

⑧“登録確認”画面が表示されます。
内容を確認後、【登録】をクリックします。
※登録前に【印刷条件指定】ボタンから明細の印刷をすることもできます。）
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（２）承認

①“外部ファイル送受信メニュー”から【外部ファイル送信　承認・送信】ボタンをクリックします。

②“送信テーブル承認・送信”画面が表示されます。
該当の“承認待”状態のテーブルを選択し、【承認】ボタンをクリックします。
※【承認】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。
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③“外部ファイル送信　承認確認”画面が表示されます。
件数・金額等に間違いがないことを確認し、「利用者確認暗証番号」を入力後
【承認】ボタンをクリックします。

④“送信テーブル承認・送信”画面に戻ります。
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（３）送信

①“外部ファイル送受信メニュー”から【外部ファイル送信　承認・送信】ボタンをクリックします。

②“送信テーブル承認・送信”画面が表示されます。
該当の“送信待ち”テーブルを選択し、【送信】ボタンをクリックします。
※【送信】ボタンは上下どちらのボタンをクリックしても同じ操作が可能です。
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③“外部ファイル送信　送信確認”画面が表示されます。
件数・金額等に間違いがないことを確認し、「利用者確認暗証番号」、
「ワンタイムパスワード」（※）を入力後【送信】ボタンをクリックします。
※この画面で入力するワンタイムパスワードは、ハードトークンの番号です。
　 地方税納入・口座振替の送信には表示されません。

④“送信中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。
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⑤“外部ファイル送信　送信結果”画面が表示されます。
　 印刷画面が表示されますので、印刷後【確認】ボタンをクリックします。

⑥“送信テーブル承認・送信”画面に戻ります。
今回送信したデータの状態が“送信済”になっていることを確認し、操作完了です。
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１０．たすかる君ＷＥＢ再契約時のマスタ移行

（１）マスタ移行の流れ

　　たすかる君WEBの契約解約前に操作

　　　たすかる君WEBの再契約後に操作

●グループ指定されていない方　
　　★参照 ： Ⅱ．グループ指定されていない方

　○（旧）契約法人IDで利用されていた内容がそのまま移行できます。
　○複数グループ分けをしている方でも、データ移行できますが、
　　 取込後、１先毎にグループ分け修正が必要となります。
　

●グループ指定されている方
　　★参照 ： Ⅲ．グループ指定されている方

　○グループ毎に保存・取込の作業が必要となります。
　○漢字名称は移行されません。
　○振込手数料「当方負担」「先方負担」は、どちらか一方を
　　 選択しての移行となりますので、取込後、１先毎の修正が
　　 必要となります。

《ご注意ください》

こちらの操作は、ファイル伝送業務内の受取人・従業員・支払人マスタのデータ

移行のみ可能です。

オンライン取引の事前登録口座・都度指定口座の移行はできません。

（旧）契約法人IDからログオン

データ（振込先・引落先）の保存

 

（新）契約法人IDからログオン

 

データ（振込先・引落先）の取込

グループ指定
（受取人マスタ画面）
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（２）グループ指定されていない方　　《例》総合振込の「振込先」のデータ移行手順

Ａ．【契約解約前】 データの保存

①画面上部メニューの【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【総合振込】をクリックします。

②“総合振込メニュー”画面が表示されます。
【受取人マスタ作成】ボタンをクリックします。

③“受取人マスタ一覧”画面が表示されます。
【外部ファイル出力】ボタンをクリックします。
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④“外部ファイル出力”画面が表示されます。
【ダウンロード】ボタンをクリックし、デスクトップ等分かりやすい場所にデータを
保存してください。

.
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Ｂ．【再契約以降】 データの取り込み
データの保存　～グループ分けされていない方～　の続き

①画面上部メニューの【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【総合振込】をクリックします。

②“総合振込メニュー”画面が表示されます。
【受取人マスタ作成】ボタンをクリックします。

《はじめに》
こちらは、Ａ．【契約解約前】 データの保存編で保存したマスタを別契約法人ＩＤ
内で取り込む操作です。

あらかじめ、新しい契約法人ＩＤで初期登録・利用者開通操作を行ってください。
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③“受取人マスタ一覧”画面が表示されます。
【外部ファイル入力】ボタンをクリックします。

④“外部ファイル入力”画面が表示されます。

　ａ）．ファイル種別・・・・・・・“ＣＳＶファイル”を選択します
　ｂ）．ファイルパス名・・・・・【参照】ボタンをクリックし、保存したファイルを指定します

指定できましたら、【アップロード】ボタンをクリックします。

ｂ

ａ
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⑤“アップロード中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

⑥“外部ファイル入力結果”画面が表示されます。
【次へ】ボタンをクリックします。

⑦“受取人マスタ一覧”画面に戻ります。
これでマスタ取り込み操作は完了しました。

233 ファイル伝送　再契約時のマスタ移行



（３）グループ指定されている方　　〔例〕総合振込の「振込先」のデータ移行手順

Ａ．【契約解約前】 データの保存

①画面上部メニューの【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【総合振込】をクリックします。

②“総合振込メニュー”画面が表示されます。
【データ登録】ボタンをクリックします。

《はじめに》

グループを指定しているマスタの出力は、グループ１件単位ごとに行います。
複数グループを登録している場合は、グループ件数分操作を行ってください。
また、以下の項目についてはデータを引き継ぐことができませんので、取り込み
後に１件ずつ修正をしていただく必要があります。

１．受取人漢字情報
２．手数料区分（当方負担または先方負担どちらかの一括指定となります。）
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③“振込データ登録・選択”画面が表示されます。
【新規登録】ボタンをクリックします。

④“振込データ情報入力”画面が表示されます。

　　ａ）．振込指定日・・・・・・操作日当日の日付を選択します
　　ｂ）．検索条件・・・・・・・・“検索グループ”を選択します
　　ｃ）．グループ名・・・・・・・今回出力するデータのグループを１つだけ選択（☑）します

指定後、【次へ】ボタンをクリックします。

ａ

ｂ

ｃ
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⑤“振込金額入力”画面が表示されます。
表示されているマスタ全てに１０００円程度の金額（※）を入力し、【登録完了】ボタンを
クリックします。
※先方負担マスタに手数料以下の金額を入力した場合、振込金額がマイナスのため
　 エラーになります。
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⑥“振込データ登録確認”画面が表示されます。
【登録完了】ボタンをクリックします。

⑦“振込データ登録・選択”画面に戻ります。
今回作成した状態が“承認待”のデータを選択し、【外部ファイル出力】ボタンを
クリックします。
（上下どちらの【外部ファイル出力】ボタンをクリックしても同じ操作が可能です。）
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⑧“外部ファイル出力”画面が表示されます。
【ダウンロード】ボタンをクリックし、デスクトップ等分かりやすい場所にデータを
保存してください。

これで１グループのデータ出力が完了しました。
他のグループがある場合、①～⑧の操作を繰り返し行ってください。
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Ｂ．【再契約以降】 データの取り込み
データの保存　～グループ分けされている方～　の続き

①画面上部メニューの【総合／給与振込他（ファイル伝送）】 ⇒ 【総合振込】をクリックします。

②“総合振込メニュー”画面が表示されます。
【検索グループ名称登録】ボタンをクリックします。

《はじめに》

Ａ．【契約解約前】 データの保存編で保存したマスタを別契約法人ＩＤ内で取り

込む操作です。

あらかじめ、新しい契約法人ＩＤで初期登録・利用者開通操作を行ってください。

また、旧契約法人ＩＤで登録していた“検索グループ名称”を登録しますので、

あらかじめご確認ください。
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③“検索グループ名称登録”画面が表示されます。
旧契約法人ＩＤで登録していたグループ名を入力し、【登録】ボタンをクリックします。

④“検索グループ名称登録完了”画面が表示されます。
登録名称を確認後、【戻る】ボタンをクリックします。

⑤“総合振込メニュー”から【受取人マスタ作成】ボタンをクリックします。

240 ファイル伝送　再契約時のマスタ移行



⑥“受取人マスタ一覧”画面が表示されます。
【外部ファイル入力】ボタンをクリックします。

⑦“外部ファイル入力”画面が表示されます。

　ａ）．ファイル種別・・・・・・・・“全銀ファイル”を選択します
　ｂ）．ファイルパス名・・・・・・【参照】ボタンをクリックし、保存したファイルを指定します
　ｃ）．手数料区分・・・・・・・・当方負担または先方負担どちらかを選択します
　　　（一括指定のみのため、区分が違うデータは取り込み後に修正していただきます）
　ｄ）．検索グループ区分・・・今回登録するデータのグループを選択（☑）します
　ｅ）．上書き登録の指定・・・チェック（☑）をします

指定できましたら、【アップロード】ボタンをクリックします。

ｃ

ａ

ｄ

ｅ

ｂ
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⑧“アップロード中”画面が表示されます。
画面が変わるまでこのままお待ちください。

⑨“外部ファイル入力結果”画面が表示されます。
【次へ】ボタンをクリックします。

⑩“受取人マスタ一覧”画面に戻ります。
これでマスタ取り込み操作は完了しました。
※複数グループがある場合、⑤～⑨の操作を繰り返し行ってください。
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（４）マスタ修正方法

①“総合振込メニュー”から【受取人マスタ作成】ボタンをクリックします。

②“受取人マスタ一覧”画面が表示されます。
修正するマスタを選択し、【修正】ボタンをクリックします。

こちらは、取り込みしたマスタ内容を修正する場合の操作方法です。
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③“受取人マスタ登録”画面が表示されます。
該当の項目を入力または選択し、【登録】ボタンをクリックします。

以上でマスタの修正は完了しました。

複数マスタを修正する場合は、①～③の操作を繰り返し行ってください。
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